
実施計画進⾏状況報告書いきがい はぐくむ 学びのまちづくり第3章

1.幼児教育の充実
2.学校教育の充実
3.生涯学習の推進
4.生涯スポーツの振興
5.⻘少年の健全育成
6.地域文化の継承と創造

97



98基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
１．幼児教育の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

☆☆

継続
今後の方向性

（事業費は主に職員給与費となる）

前年度決算
施策事業Ｎｏ

（事業費は主に職員給与費となる）

これまでの効果進⾏状況

☆☆

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

⼥満別幼稚園管理費
（家庭教育支援）

幼児の健全な育成を図るため、基本的な生活習慣や
食に関する学習会や情報発信をＰＴＡ活動や参観日
等を通して推進する。

前年度決算

事業費事業費

会計名称

（事業費は主に職員給与費となる）

―

事業費 事業費

継続

本年度予算

個別計画
（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）（事業費は主に職員給与費となる）

暮らしづくりＰＬ

ＰＴＡ活動を通して他
の幼児の様子を知るこ
とで子育ての参考にし
たり、園便り等各種文
書や参観日等を通して
情報を発信することで
家庭教育の支援が⾏な
えた。

これまでの成果と
今後の課題

ローリ
ング後

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

―

☆☆

事業費

―

予算の妥当性

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

事業費

☆☆

学校教育グループ

310101

人づくりＰＬ

決算額

本年度予算

一般会計

予算の妥当性

ローリ
ング前

11037

賑いづくりＰＬ

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

これまでの成果と
今後の課題

（事業費は主に職員給与費となる）

ローリ
ング前

事業費

ローリ
ング後

―
（事業費は主に職員給与費となる）

―

事業費

園・学級だよりを通し
ての情報発信や、参観
日には子育ての参考に
なる講演会の機会を設
けることが出来た。

11121

一般会計

事  業  名

会計名称

事業費

今後の方向性

決算額

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

①-２
事 業 概 要（３年間の概要）

3年間の事業費

事業費

学校教育グループ

個別計画

東藻琴幼稚園管理費
（家庭教育支援）

暮らしづくりＰＬ

幼児期の成⻑・発達に合わせ、絵本や運動に親しむ
機会や食育など子育て全般にかかわり積極的に情報
発信をする。

310102

笑顔
ＰＪ ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

①-１

―

施策事業Ｎｏ

3年間の事業費 事業費

進⾏状況 これまでの効果

笑顔
ＰＪ



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
１．幼児教育の充実 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費

事業費

進⾏状況

― ―

学校教育グループ

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

人づくりＰＬ

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算

賑いづくりＰＬ

事業費

☆☆

―

（事業費は主に職員給与費となる）

子育てにかかわる保護者を対象に幼児期の特性の理
解へつながるよう教育に関する相談対応を⾏う。

笑顔
ＰＪ

笑顔
ＰＪ

これまでの効果

ローリ
ング前

個別計画

ローリ
ング前

事業費

暮らしづくりＰＬ

暮らしづくりＰＬ

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） ☆☆
今後の方向性

決算額

（事業費は主に職員給与費となる）

教育相談や情報提供、保護者同⼠の交流など幼児教
育センターとしての役割に努める。

日常的な声かけを通
し、相談しやすい環境
づくりをしている。い
つでも相談できる体制
はできている。

事業費

本年度予算

ローリ
ング後

事業費

継続

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

― ―

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

11037

― 事業費

子育ての悩みや不安に
対して気軽に声を出せ
る信頼関係作りを基本
に進めることで保護者
から気軽に相談ができ
る体制となっている。

今後の方向性

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

決算額

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

ローリ
ング後

（事業費は主に職員給与費となる）

改善事業費

☆☆

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） ☆☆
進⾏状況 これまでの効果本年度予算

予算の妥当性

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

事業費 事業費

予算の妥当性

―

（事業費は主に職員給与費となる）

前年度決算事  業  名

事業費

一般会計

②-１

一般会計

11121310202

東藻琴幼稚園管理費
（相談事業）

会計名称

会計名称

―

310201

②-２

施策事業Ｎｏ

個別計画

3年間の事業費

事 業 概 要（３年間の概要）

学校教育グループ

3年間の事業費

施策事業Ｎｏ

⼥満別幼稚園管理費
（相談事業）

事  業  名
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100基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
１．幼児教育の充実 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

事業費

決算額

本年度予算

学校教育グループ

新幼稚園教育要領に基づき教育課程を⾒直しなが
ら、遊びを中⼼とした生活の中で様々な⼒の獲得や
地域との連携を軸に⼩学校以降の教育の基礎を作る
ための教育を進める。

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

事  業  名
施策事業Ｎｏ

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

継続

事業費 事業費

進⾏状況

事業費 事業費 事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

予算の妥当性

人づくりＰＬ

会計名称

これまでの成果と
今後の課題

事 業 概 要（３年間の概要）

個別計画

11121

個別計画

110373年間の事業費

③-１

一般会計

事  業  名

3年間の事業費

笑顔
ＰＪ

教育要領・研究主題を
基本に研修を実施し、
保育の充実を進め幼児
期に必要な⼒を育てて
いる。人員確保。

―

東藻琴幼稚園管理費
（幼児教育事業）

暮らしづくりＰＬ

― ―

事 業 概 要（３年間の概要）

会計名称

学校教育グループ

施策事業Ｎｏ

幼稚園教育要領に基づ
いた研修を基本に、遊
びを通して幼児期に必
要な⼒を育てることが
できている。施設の⽼
朽化。

これまでの成果と
今後の課題

⼥満別幼稚園管理費
（幼児教育事業）

③-２

― ―

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

310302

―

幼稚園教育要領に基づき教育課程を編成し、生きる
⼒の基礎を育むため地域や学校間との連携し、幼児
期にふさわしい保育の充実を図る。

310301

賑いづくりＰＬ

一般会計

―事業費

☆☆☆

ローリ
ング後

（事業費は主に職員給与費となる）

前年度決算

前年度決算 本年度予算

ローリ
ング前

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

進⾏状況 これまでの効果

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費 事業費 事業費

これまでの効果

今後の方向性

（事業費は主に職員給与費となる）

決算額

今後の方向性

事業費

事業費

ローリ
ング前

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） ☆☆☆

継続

ローリ
ング後

事業費

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） ☆☆ ☆☆
予算の妥当性

―



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
１．幼児教育の充実 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費

進⾏状況

― ― ―

暮らしづくりＰＬ

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆

ローリ
ング前

事業費

11037

予算の妥当性

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

継続

事業費

ローリ
ング前

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

事業費

―

ローリ
ング後

事業費

今後の方向性

（事業費は主に職員給与費となる） ☆☆

決算額

事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

事業費

ローリ
ング後

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

決算額

（事業費は主に職員給与費となる）

これまでの効果
（事業費は主に職員給与費となる）

― ― ―

学校教育グループ

施策事業Ｎｏ
前年度決算

☆☆
予算の妥当性

事業費 事業費

310401 3年間の事業費

「ともに育つ」統合保育の充実。「個別の指導計画」を
作成し特別な支援を必要とする幼児支援や保護者支援。
園内委員会や関係機関と連携を図り「個別の支援計画」
を作成し⼩学校への円滑な引き継ぎと教員のスキルアッ
プを進める。

☆☆☆
これまでの効果

（事業費は主に職員給与費となる）

一般会計

学校教育グループ

今後の方向性

本年度予算

―継続

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

事  業  名

11121

事業費

事業費 事業費310402 3年間の事業費

④-１

特別支援園内委員会を定期的に⾏ない必要に応じて個別
指導計画を作成し、指導の⼿⽴てを探り健やかな成⻑に
向ける。コーディネーターの指名、支援担当教諭の配
置、外部専門機関・保健師との連携・園内外の研修会等
参加実施。

個々の困り感を把握
し、園内は元より専門
機関等と連携しながら
支援を進めている。ま
た、研修会へ参加し、
スキルアップを目指し
個々の課題に向けた支
援の充実を図ってい
る。

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

会計名称

施策事業Ｎｏ

会計名称 一般会計
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画

個別計画

東藻琴幼稚園管理費
（特別支援事業）

これまでの成果と
今後の課題

個別の教育支援計画を作
成することで一人ひとり
の課題について園内で共
有し保育を進めることで
成⻑につながっている。
課題として施設に個別の
支援を必要とする子の
ニーズに合わせた居場所
を作れないことがあげら
れる。

⼥満別幼稚園管理費
（特別支援事業）

④-２
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102基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
１．幼児教育の充実 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

これまでの効果

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 事業費

一般会計

学校教育グループ

東藻琴幼稚園管理費
（預かり保育事業）

310502 3年間の事業費 事業費

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画

（事業費は主に職員給与費となる）

幼稚園教育課程の基づ
き、保育計画を⽴案し
保育を進めている。

決算額 事業費 継続

ローリ
ング後

ローリ
ング前

（事業費は主に職員給与費となる）

これまでの成果と
今後の課題⑤-２

11121

施策事業Ｎｏ

笑顔
ＰＪ ― ― 〇

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

幼稚園教育時間終了後等に、就労・出産等保育の必
要性の認定を受けた幼児に、保護者と連携しながら
幼児期にふさわしい教育課程に基づいた保育をすす
める。

施策事業Ｎｏ ⑤-１

〇

会計名称 一般会計

個別計画

⼥満別幼稚園管理費
（預かり保育事業）

―

暮らしづくりＰＬ

― ―

ローリ
ング前

事業費 事業費

前年度決算

事業費

事業費 事業費

会計名称

事  業  名

賑いづくりＰＬ

決算額 事業費

人づくりＰＬ

（事業費は主に職員給与費となる） ☆☆☆

継続

ローリ
ング後

「教育課程に係る教育時間の終了後等に⾏う教育活
動」であるため指導計画を作成し適切な保育を進め
る。地域の実情や保護者ニーズを踏まえ保護者に寄
り添った保育サービスを進める。

笑顔
ＰＪ

11037310501 3年間の事業費

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

☆☆
予算の妥当性

（事業費は主に職員給与費となる）

幼稚園登園時間前の預
かり保育を⾏うことで
保護者ニーズに寄り
添って事業を進めるこ
とができている。課題
としては施設の狭さや
人員の確保がある。

今後の方向性

事業費

事業費

これまでの効果
（事業費は主に職員給与費となる）

本年度予算 進⾏状況

（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆
予算の妥当性

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

今後の方向性

（事業費は主に職員給与費となる） ☆☆☆

事業費
（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

学校教育グループ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

―



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
１．幼児教育の充実 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 33
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

決算額

認定こども園整備に向
けて施設面・運営面で
の課題整理が必要。

前年度決算これまでの成果と
今後の課題

事 業 概 要（３年間の概要）
⑥-１

良質かつ適切な教育及び保育の提供を⾏うため、施
設面の整備充実を図る。

本年度予算前年度決算

事業費310601

― ―

ローリ
ング後

【立木伐採195､備品費100】 【立木伐採100、備品費100】

3年間の事業費

個別計画

1103773,699

事  業  名

【備品費100】

11121 事業費64,134

36,794
学校教育グループ 36,827

個別計画

21,398

ローリ
ング後

ローリ
ング前

幼稚園施設の整備等の維持管理により、快適で安⼼
安全な保育教育環境の充実に努める。

― ―

賑いづくりＰＬ

【東藻琴】建設工事・工事監理
【女満別】解体工事

21,367

決算額 20,683

認定こども園整備に向
けて施設面・運営面で
の課題整理が必要。

今後の方向性

運営形態検討及び支援業務委託
【東藻琴】基本設計
【女満別】基本設計・実施設計

運営形態検討及び支援業務委託
【東藻琴】実施設計
【女満別】建設工事・工事監理

310602

【備品費76】

3年間の事業費

⑥-３

21,356 事業費

東藻琴幼稚園管理費
（管理事業）

会計名称 一般会計

学校教育グループ

笑顔
ＰＪ

会計名称 一般会計

施策事業Ｎｏ

21,369

⑥-２

人づくりＰＬ

53,536

前年度決算 本年度予算

事業費 645,390

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

3年間の事業費

― ―
予算の妥当性

事業費

事業費

485,143

ローリ
ング前

【女満別地区実施設計30,700】

―

事業費

これまでの効果

事業費

☆☆

改善

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事  業  名

認定こども園整備に向
け望ましい運営形態等
の検討を⾏う。

今後の方向性

決算額

暮らしづくりＰＬ
ローリ
ング後

―

53,536 647,260

笑顔
ＰＪ ―

認定こども園等整備事
業

540

運営形態検討及び支援業務委託

人づくりＰＬ

310603
学校教育グループ

事業費 647,260 事業費

施策事業Ｎｏ

485,143
1,185,939

管理費【備品費100】

【備品費76】

30,700

21,367

事業費

予算の妥当性

本年度予算 進⾏状況
【立木伐採637､備品費471】

36,872

42,877
⼥満別幼稚園管理費
（管理事業）

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 36,827

事業費

事業費

事業費

21,369

【備品費76】

☆☆
予算の妥当性

会計名称

事  業  名

笑顔
ＰＪ

→認定こども園へ

これまでの効果

☆☆

管理費

進⾏状況

21,398

―

21,354 事業費 21,385

事業費
【女満別地区工事監理15,400､園建設工事
605,948】
【東藻琴地区実施設計23,900】

―

【女満別幼稚園解体35,508】
【東藻琴地区工事監理11,700､園建設工事
437,935】

維持

事業費事業費

⇒認定こども園へ

これまでの効果

36,872

【備品費76】

進⾏状況

今後の方向性

ローリ
ング前

【立木伐採100､備品費100】

施策事業Ｎｏ

一般会計

【立木伐採100､備品費471】

個別計画
― 事業費

施設の整備等の維持管理により、快適で安⼼安全な
教育環境の充実に努める。 36,686

☆☆

22,123

改善

36,839 事業費

485,143

【備品費632】

維持
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104基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
１．幼児教育の充実 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 33 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 32 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

前年度決算
施策事業Ｎｏ

事 業 概 要（３年間の概要）

一般会計

⑥-４
これまでの成果と

今後の課題
事  業  名

今後の方向性

―

個別計画

310604
学校教育グループ

暮らしづくりＰＬ

3年間の事業費

ローリ
ング後

―

決算額

事業費―
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

―

東藻琴地区認定こども
園管理費

質の高い幼児期の学校教育及び保育の総合的な提供
を⾏う。

会計名称

事業費

今後の方向性

事業費 事業費

事業費事業費

暮らしづくりＰＬ

事業費

ローリ
ング後

事業費

ローリ
ング前

事業費

59,654

事業費

【嘱託職員等賃金】41,011

これまでの成果と
今後の課題

―

個別計画

事業費

事  業  名

310605 3年間の事業費 59,654

― ― ―

学校教育グループ 59,654

前年度決算 本年度予算

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ笑顔
ＰＪ

―

事業費

決算額

施策事業Ｎｏ ⑥-５

⼥満別地区認定こども
園管理費

質の高い幼児期の学校教育及び保育の総合的な提供
を⾏う。

会計名称 一般会計

―
事 業 概 要（３年間の概要）

進⾏状況 これまでの効果

予算の妥当性

進⾏状況

―
本年度予算 これまでの効果

予算の妥当性

―

―

【嘱託職員等賃金】41,011

事業費

事業費 59,653

ローリ
ング前

―



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-１ 教育委員報酬 教育委員報酬 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆
予算の妥当性

維持

個別計画
― ― ― 事業費 1,552 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

教育委員報酬 教育委員報酬

決算額 1,572 事業費 1,649 継続教育委員報酬
教育委員会委員活動による教育⾏政⼀般、学校教育
並びに社会教育の検討課題の整理⽅向付けを図る。
併せて研修会等に参加し研鑚を⾏う。

教育⾏政⼀般、学校教
育、社会教育の検討課
題の整理を⾏った。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

教育委員報酬

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11001 事業費 1,509 事業費 1,475 事業費

学校教育グループ 1,552 1,475 1,475
320101 3年間の事業費 4,502

ローリ
ング前

教育委員報酬 教育委員報酬 教育委員報酬

1,475

1,475 事業費 1,475

☆☆

決算額 8,192 事業費 7,468 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『学校開放､旧豊住小管理除く』 『学校開放､旧豊住小管理除く』

事務局費（学校教育事
務事業）

大空町教育委員会の⽅針に基づき学校教育及び社会
教育の具体的事業を効果的に推進するため事務局運
営体制を確⽴する。

旧豊住⼩学校管理等も
適切な管理を⾏った
が、公⽤⾞がH11年式
で19年経過しており１
５万キロ⾛⾏している
ためH３０年度に更新し
たい。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ①-２ 『学校開放､旧豊住小管理除く』 『学校開放､旧豊住小管理除く』 ☆☆☆

ローリ
ング前

『学校開放､旧豊住小管理除く』 『学校開放､旧豊住小管理除く』 『学校開放､旧豊住小管理除く』

8,224

事業費 7,960
個別計画

― ― ― 事業費 10,217 事業費 8,329
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『学校開放､旧豊住小管理除く』

施策事業Ｎｏ ①-３ 学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11004 事業費 7,912 事業費 8,593 事業費

学校教育グループ 10,217 8,329 7,960
320102 3年間の事業費 26,506

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 2,217 事業費 2,298 継続学校教育研究会補助⾦
児童生徒への教育指導の実態と課題を的確に把握し、
各学校の教育活動の充実と発展並びに質の高い教育を
追求するため教職員の研究研修活動等を支援し、大空
町学校教育目標の実現に努める。

大空町学校教育研究会
の活動に対して補助し
ており、各部会ごとに
研修事業を企画実施
し、町内教職員の相互
の交流及び研究が推進
されている。個々の研
究事業の他に全体研修
事業も活発に実施した
い。

今後の⽅向性

2,298 事業費 2,298 事業費 2,298
学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金

2,298

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 2,298 2,298
事業費 2,298 事業費 2,298

2,298
320103 3年間の事業費 6,894 11005 事業費
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106基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-４ 教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,162 事業費 1,426 継続
教職員研修・厚生福祉
事業

学校保健安全法第１５条に基づき学校職員の健康診
断を⾏う。

教職員の健康診断や、
人間ドックを毎年⾏
い、健康状態のチェッ
クを⾏った。

今後の⽅向性

1,645

1,645 事業費 1,645 事業費 1,645
教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

1,445

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 1,645 1,645

施策事業Ｎｏ ①-５ 体育文化協議会等参加補助金 体育文化協議会等参加補助金 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 1,445 事業費 1,445320104 3年間の事業費 4,935 11007 事業費

個別計画
― ― ― 事業費 3,000 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

体育文化協議会等参加補助金 体育文化協議会等参加補助金

決算額 3,442 事業費 3,960 継続
体育文化競技会等参加
補助⾦

大空町⽴学校における体育文化活動の振興を図るた
め、各学校を代表する団体及び個人の町内外の体育競
技大会及び文化発表大会等に参加する者を支援し、児
童生徒の心身の健全な発達と情操の高揚を図る。

大空町⽴学校の体育及
び文化活動に対し補助
を⾏った。全道・全国
大会に対しても補助を
⾏い、体育文化活動の
活性化に繋がってい
る。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

体育文化協議会等参加補助金

学校教育グループ 3,000 3,000 3,000

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11009 事業費 3,000 事業費 3,000

― 事業費 27,827 事業費 27,285
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管理費
【嘱託補助教諭２名】

決算額

320105 3年間の事業費 9,000

ローリ
ング前

体育文化協議会等参加補助金 体育文化協議会等参加補助金 体育文化協議会等参加補助金

3,000

3,000 事業費 3,000

施策事業Ｎｏ ①-６ 管理費
【嘱託補助教諭２名、児童用机・椅子323】

管理費
【嘱託補助教諭２名】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

27,111 事業費 28,116 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

管理費
【嘱託補助教諭２名　体育館ワックス681】

管理費
【嘱託補助教諭２名】

11016 事業費 27,876 事業費 27,333 事業費

学校教育グループ 27,827 27,285 27,320
320106 3年間の事業費 82,432

ローリ
ング前

管理費
【嘱託補助教諭２名　体育館ワックス681】

管理費
【嘱託補助教諭２名】

管理費
【嘱託補助教諭２名】

27,366

事業費 27,320

⼥満別⼩学校管理費
学校教育法に従い、人間性豊かな児童の育成を目指し教
育課程の改善を忠実に努め、地域や学校の特色を生かし
た創意ある教育活動を展開するとともに、児童が健康で
安全な充実した学校生活を送るための環境整備を図る。

学校からの要望を踏ま
え、計画的に施設の修
繕を実施する。

今後の⽅向性

個別計画
〇 ―



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 14,881 事業費 18,024 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

管理費
【嘱託補助教諭１名】

管理費
【嘱託補助教諭１名】

東藻琴⼩学校管理費
学校教育法に従い、人間性豊かな児童の育成を目指し教
育課程の改善を忠実に努め、地域や学校の特色を生かし
た創意ある教育活動を展開するとともに、児童が健康で
安全な充実した学校生活を送るための環境整備を図る。

学校からの要望を踏ま
え、計画的に施設の修
繕を実施する。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ①-７ 管理費

【嘱託補助教諭１名】
管理費
【嘱託補助教諭１名】

☆☆☆

ローリ
ング前

管理費
【嘱託補助教諭１名】

管理費
【嘱託補助教諭１名】

管理費
【嘱託補助教諭１名　校舎ワックス】

18,323

事業費 16,493
個別計画

〇 ― ― 事業費 15,358 事業費 15,425
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管理費
【嘱託補助教諭１名　校舎ワックス】

施策事業Ｎｏ ①-８ 外国語活動推進指導員1人
委託料　4,972

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11110 事業費 17,161 事業費 17,242 事業費

学校教育グループ 15,358 15,425 16,493
320107 3年間の事業費 47,276

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 5,017 事業費 317 改善外国語活動推進事業
諭新学習指導要領において平成21年度の移⾏措置から
⼩学校高学年に外国語活動を導⼊してもよいとされた
ことから、町として外国語活動推進指導員を配置し、
町内各⼩学校の英語活動の充実を図る。

「まちんなか留学」事
業を実施し、児童生徒
が外国人とふれあいな
がら外国語を学ぶモチ
ベーションを高め、国
際感覚を養うことに繋
がっている。参加者の
増加や固定化などの対
策が必要。

今後の⽅向性

317

317 事業費 317 事業費 317
外国語活動推進指導員1人
委託料　4,972

外国語活動推進指導員1人
委託料　4,972

外国語活動推進指導員1人
委託料　4,972

5,072

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 317 317

施策事業Ｎｏ ①-９ 語学指導助手　１人 語学指導助手　１人 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 5,072 事業費 5,072320108 3年間の事業費 951 11146 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

語学指導助手　１人 語学指導助手　１人
【専用公用車　1,652】

決算額 372 事業費 1,276 継続
語学指導外国⻘年招致
事業

国際社会の中で、地⽅自治体にとっても国際化への対応
は極めて重要であり、当該事業により学校教育を通じ
て、国際交流を図るとともに語学⼒のレベルアップに寄
与し、また、ふるさとを愛し、平和を求め、国際社会に
生きる人を育むことを目的とする。

町内各学校等の英語授
業にＡＬＴを派遣する
ことで、、生きた外国
語に触れられること
や、直接会話をするこ
とで、国際感覚の醸成
と語学⼒アップが図ら
れている。今後は人数
増員の検討も必要。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

語学指導助手　１人

学校教育グループ 470 705 2,642 ローリ
ング前

語学指導助手　１人 語学指導助手　１人 語学指導助手　１人
【専用公用車　1,652】

2,747

705 事業費 2,642
個別計画

― ― ― 事業費 470 事業費

11029 事業費 670 事業費 500 事業費320109 3年間の事業費 3,817

107



108基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-１０ 管理費
【屋体照明等落下防止工事226、生徒用
机・椅子2,824】

管理費 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

個別計画
〇 ― ― 事業費 25,097 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管理費
【床剥離ワックス804】

管理費

決算額 24,713 事業費 23,486 継続⼥満別中学校管理費
学校教育法に従い、人間性豊かな生徒の育成を目指し教
育課程の改善を忠実に努め、地域や学校の特色を生かし
た創意ある教育活動を展開するとともに、生徒が健康で
安全な充実した学校生活を送るための環境整備を図る。

学校からの要望を踏ま
え、計画的に施設の修
繕を実施する。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

管理費

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11022 事業費 21,507 事業費 22,472 事業費

学校教育グループ 25,097 26,065 25,374
320110 3年間の事業費 76,536

ローリ
ング前

管理費 管理費
【床剥離ワックス804】

管理費

21,777

26,065 事業費 25,374

決算額 13,103 事業費 12,625 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

管理費 管理費
【体育館床コーティング379】

東藻琴中学校管理費
学校教育法により、人間性豊かな生徒の育成を目指し教
育課程の改善を忠実に努め、地域や学校の特色を生かし
た創意ある教育活動を展開するとともに、生徒が健康で
安全な充実した学校生活を送るための環境整備を図る。

学校からの要望を踏ま
え、計画的に施設の修
繕を実施する。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ①-１１ 管理費

【生徒用机・椅子1,465】
管理費 ☆☆☆

ローリ
ング前

管理費 管理費
【体育館床コーティング379】

管理費

12,723

事業費 11,919
個別計画

〇 ― ― 事業費 11,826 事業費 12,244
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管理費

施策事業Ｎｏ ①-１２ 『児童図書以外』
アルトホルン・ユーフォニアム・まな板包丁殺
菌保管庫・優勝旗

『児童図書以外』
教材用消耗品2,623､教材用備品998

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11023 事業費 12,619 事業費 13,043 事業費

学校教育グループ 11,826 12,244 11,919
320111 3年間の事業費 35,989

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『児童図書以外』
教材用消耗品2,320､教材用備品500、楽
器400

『児童図書以外』
教材用消耗品2,342　教材用備品500、楽
器400､【教師用指導教科書1,786】

『女満別小学校教材費のうち児童図書以
外』
教材用消耗品2342　教材用備品500、楽
器400

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 2,977 事業費 3,621 継続
⼥満別⼩学校教材費
（教材関連事業）

新学習指導要領に基づいた⼀人⼀人の個性を伸ばす
教育の展開、新しい学⼒観に基づく特色ある教育活
動を実践する。

優先順位をつけて、計
画的に教材備品を整備
する。

今後の⽅向性

2,890 事業費 4,698 事業費 2,912
『児童図書以外』
教材用消耗品2,320､教材用備品500、楽
器400

『児童図書以外』
教材用消耗品2,342　教材用備品500、楽
器400､【教師用指導教科書1,786】

『女満別小学校教材費のうち児童図書以外』
教材用消耗品2342　教材用備品500、楽器400

2,890

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 2,890 4,698
事業費 4,698 事業費 2,912

2,912
320112 3年間の事業費 10,500 11018 事業費



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

維持

維持

施策事業Ｎｏ ①-１３ 『児童図書以外』
サッカーゴール・ミシン・ベルハーモニー

『児童図書以外』
教材用消耗品1,512　教材用備品664

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

予算の妥当性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『児童図書以外』
教材用消耗品1,460　教材用備品500

『児童図書以外』
教材用消耗品1,460　教材用備品500
【教師用指導教科書1,355】

『児童図書以外』
教材用消耗品1,474　教材用備品500

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,377 事業費 2,176 継続
東藻琴⼩学校教材費
（教材関連事業）

新学習指導要領に基づいた⼀人⼀人の個性を伸ばす
教育の展開、新しい学⼒観に基づく特色ある教育活
動を実践する。

優先順位をつけて、計
画的に教材備品を整備
する。

今後の⽅向性

1,724

1,710 事業費 3,079 事業費 1,724
『児童図書以外』
教材用消耗品1,460　教材用備品500

『児童図書以外』
教材用消耗品1,460　教材用備品500
【教師用指導教科書1,355】

『児童図書以外』
教材用消耗品1,474　教材用備品500

1,710

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 1,710 3,079

施策事業Ｎｏ ①-１４ 社会科副読本改訂
【29～33の５年間使用】

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 3,079 事業費 1,724320113 3年間の事業費 6,513 11118 事業費

☆☆
予算の妥当性

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,717 事業費 継続社会科副読本編集事業
新学習指導要領に基づいた⼀人⼀人の個性を伸ばす
教育の展開、新しい学⼒観に基づく特色ある教育活
動を実践する。

平成２８年度が改訂年
度。次回改訂年度（平
成３３年度）に向けて
準備する。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

学校教育グループ

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11115 事業費 事業費

― 事業費 2,681 事業費 2,508
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,364　教材用備品300、楽
器400、【教師用教科書1,162】

決算額

320114 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費

施策事業Ｎｏ ①-１５ 『生徒図書以外』
まな板包丁殺菌保管庫・綱引ロープ・マルノ
コ盤

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,321　教材用備品830

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

3,765 事業費 3,151 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,321　教材用備品300、楽
器400

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,148　教材用備品300、楽
器400

11025 事業費 2,681 事業費 2,508 事業費

学校教育グループ 2,681 2,508 3,886
320115 3年間の事業費 9,075

ローリ
ング前

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,321　教材用備品300、楽
器400

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,148　教材用備品300、楽
器400

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,364　教材用備品300、楽
器400、【教師用教科書1,162】

3,886

事業費 3,886

⼥満別中学校教材費
（教材関連事業）

新学習指導要領に基づいた⼀人ひとりの個性を伸ば
す教育の展開、新しい学習観に基づく特色ある教育
活動を実践する。また、情報化社会に対応できる教
育の推進を図る。

優先順位をつけて、計
画的に教材備品を整備
する。

今後の⽅向性

個別計画
― ―
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110基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 28
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

―

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 2,770 事業費 1,981 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,474　教材用備品300

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,488　教材用備品300

東藻琴中学校教材費
（教材関連事業）

新学習指導要領に基づいた⼀人ひとりの個性を伸ば
す教育の展開、新しい学習観に基づく特色ある教育
活動を実践する。また、情報化社会に対応できる教
育の推進を図る。

優先順位をつけて、計
画的に教材備品を整備
する。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ①-１６ 『生徒図書以外』

スポンジコンビマット・優勝旗
『生徒図書以外』
教材用消耗品1,454　教材用備品527

☆☆☆

ローリ
ング前

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,474　教材用備品300

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,488　教材用備品300

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,502､教材用備品300､【教
師用指導教科書　968】

2,480

事業費 2,480
個別計画

― ― ― 事業費 1,484 事業費 1,498
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,502､教材用備品300､【教
師用指導教科書　968】

施策事業Ｎｏ ①-１７ 女満別小学校開校百周年記念事業交付金 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11120 事業費 1,484 事業費 1,498 事業費

学校教育グループ 1,484 1,498 2,480
320116 3年間の事業費 5,462

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 3,800 事業費 完了
⼥満別⼩学校開校百周
年記念事業

平成２８年に開校１００年を迎える⼥満別⼩学校の
開校百周年記念式典、記念事業等を実施する。

大空町⽴⼥満別⼩学校
開校１００年記を記念
し、記念事業を実施す
る。事業実施主体の記
念事業協賛会へ交付⾦
を交付し事業支援を
⾏った。

今後の⽅向性

事業費 事業費
個別計画

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

施策事業Ｎｏ ①-１８ いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 事業費320117 3年間の事業費 事業費

☆☆
予算の妥当性

学校教育グループ

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

決算額 事業費 40 継続いじめ再調査実施事業
「いじめ防止対策推進法」第３０条第２項の規定に
基づく調査を実施するため、専門的知識を有する者
の意⾒を聴くこととする。※平成２８年３⽉に「大
空町いじめ再調査委員会設置要綱」を制定

「大空町いじめ再調査
委員会」の設置実績は
なし

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

総務グループ 40 40 40 ローリ
ング前

40 事業費 40
個別計画

― ― ― 事業費 40 事業費

事業費 事業費 事業費320118 3年間の事業費 120



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 29
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 29
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算

暮らしづくりＰＬ

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-１９ 東藻琴小学校開校百十周年記念事業交付
金

☆☆☆ ☆☆

東藻琴⼩学校開校百十
周年記念事業

平成２9年に開校１1０年を迎える東藻琴⼩学校の
開校百十周年記念式典、記念事業等を実施する。

大空町⽴東藻琴⼩学校
開校１１０年記を記念
し、記念事業を実施す
る。事業実施主体の記
念事業協賛会へ交付⾦
を交付し事業支援を
⾏った。

今後の⽅向性 予算の妥当性

決算額 事業費 400 完了 ―

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

ローリ
ング前

学校教育グループ

320120 3年間の事業費 11163 事業費 事業費 事業費

個別計画
― ― ― 事業費 事業費 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ

320119 3年間の事業費 111011 事業費 事業費 事業費

施策事業Ｎｏ ①-２０ 東藻琴中学校開校七十周年記念事業交付
金

☆☆☆ ☆☆

東藻琴中学校開校七十
周年記念事業

平成２９年に開校７０年を迎える東藻琴中学校の開
校七十周年記念式典、記念事業等を実施する。

大空町⽴東藻琴中学校
開校７０年記を記念
し、記念事業を実施す
る。事業実施主体の東
藻琴中学校へ交付⾦を
交付し事業支援を⾏っ
た。

今後の⽅向性 予算の妥当性

決算額 事業費 300 完了 ―

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

111



112基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ②-１ 『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　399

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 399 事業費 330 継続
⼥満別⼩学校教材費
（児童図書事業）

児童の読書意欲の向上や読書週間の定着を目指した
学校図書館の充実を図る。

図書環境の充実を図る
ため、引き続き事業を
実施する。

今後の⽅向性

330

330 事業費 330 事業費 330
『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

330

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 330 330

施策事業Ｎｏ ②-２ 『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　286

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 330 事業費 330320201 3年間の事業費 990 11018 事業費

個別計画
― ― ― 事業費 250 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

決算額 286 事業費 250 継続
東藻琴⼩学校教材費
（児童図書事業）

児童の読書意欲の向上や読書週間の定着を目指した
学校図書館の充実を図る。

図書環境の充実を図る
ため、引き続き事業を
実施する。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

学校教育グループ 250 250 250

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11118 事業費 250 事業費 250

― 事業費 4,318 事業費 4,318
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

決算額

320202 3年間の事業費 750

ローリ
ング前

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

250

250 事業費 250

施策事業Ｎｏ ②-３ 『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,215

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

4,201 事業費 4,292 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

111028 事業費 4,318 事業費 4,318 事業費

学校教育グループ 4,318 4,318 4,318
320203 3年間の事業費 12,954

ローリ
ング前

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

4,318

事業費 4,318

学校教育振興事業（学校
図書館司書配置事業）

児童・生徒の読書意欲の向上や読書週間の定着を目
指した学校図書館の充実を図る。

図書館司書の巡回によ
り、学校図書館の環境
整備及び児童生徒の読
書活動が推進され、貸
出数も増加している。
読書の習慣付けは、学
⼒アップ効果の期待も
大きい。

今後の⽅向性

個別計画
― ―



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 417 事業費 340 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

⼥満別中学校教材費
（生徒図書事業）

生徒の読書意欲の向上や読書週間の定着を目指した
学校図書館の充実を図る。

図書環境の充実を図る
ため、引き続き事業を
実施する。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ②-４ 『女満別中学校教材費のうち生徒図書』

生徒図書　417
『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

☆☆☆

ローリ
ング前

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

340

事業費 340
個別計画

― ― ― 事業費 340 事業費 340
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

施策事業Ｎｏ ②-５ 『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　350

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11025 事業費 340 事業費 340 事業費

学校教育グループ 340 340 340
320204 3年間の事業費 1,020

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 350 事業費 290 継続
東藻琴中学校教材費
（生徒図書事業）

生徒の読書意欲の向上や読書週間の定着を目指した
学校図書館の充実を図る。

図書環境の充実を図る
ため、引き続き事業を
実施する。

今後の⽅向性

290

290 事業費 290 事業費 290
『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

290

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前290 290

事業費 290 事業費 290320205 3年間の事業費 870 11120 事業費

学校教育グループ

113



114基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ③-１ 『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 3,368 事業費 5,744 継続
学校教育振興事業（地域
コーディネーター事業）

学校における教育活動を支援する為、地域コーディ
ネーター１名を配置し、地域と学校の連携調整を図る
とともに、地域住⺠の学校支援ボランティアなどへの
参加をコーディネートし、学校応援団的役割を担う。

地域コーディネーター
の支援により、ファー
ムスクールや各種課外
授業、スキー授業など
で教員の負担が大幅に
軽減されている。各事
業がスムーズに実施さ
れ、教員の負担軽減に
より他授業の充実が図
られている。

今後の⽅向性

5,897

5,897 事業費 5,897 事業費 5,897
『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

5,897

個別計画
― ― 〇 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 5,897 5,897
事業費 5,897 事業費 5,897320301 3年間の事業費 17,691 111028 事業費



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ④-１ ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､ざる置台141､
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾗｲｻﾞｰ水槽取替604】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150】

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､給食車車庫
給排水工事1,000、洗濯機356】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､洗米器968､
炊飯器1,496】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食【プロパン蒸発器保守292】

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 67,979 事業費 72,820 継続
⼥満別学校給⾷セン
ター管理運営費

児童生徒が⾷事をともにすることにより、学校生活を豊
かにし、良き⾷習慣や好ましい人間関係の育成等に役⽴
て、また健康の面においても調和のとれた心身ともに健
全な人間の育成をめざす。

平成23年1⽉建設。機械
の定期的な保守がされ
ておらず、旧施設から
の移設品もあり、⼀般
的な耐⽤年数を超過し
ている設備もあること
から計画的な機械設備
の保守点検更新が必
要。

今後の⽅向性

71,877

72,603 事業費 74,515 事業費 71,877
ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､給食車車庫
給排水工事500】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､洗米器968､
炊飯器1,496】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食

68,923

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

給⾷センター 72,603 74,515

施策事業Ｎｏ ④-２ ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【冷凍冷蔵庫1,464】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【真空冷却機4,300】

☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 71,386 事業費 69,526320401 3年間の事業費 218,995 11107 事業費

個別計画
― ― ― 事業費 35,707 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【シャッター修繕1,500】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【屋根修繕6,000】

決算額 34,504 事業費 39,524 継続
東藻琴学校給⾷セン
ター管理運営費

⾷習慣の形成並びに明るい社交性と良き人間関係を
育成することをねらいとする教育活動の⼀環として
実施するものである。

施設は、平成8年2⽉に
完成し供⽤開始してい
るが、建物及び調理機
器等設備の⽼朽化が進
んでおり、⼀般的な耐
⽤年数を超過して使⽤
している設備・機器も
あることから計画的な
更新が必要である。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【洗濯機・乾燥機700】
【食品脱水機４00】

給⾷センター 35,707 35,536 34,246

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11123 事業費 35,099 事業費 36,195

― 事業費 69 事業費 69
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

運営委員６名
委員会２回

決算額

320402 3年間の事業費 105,489

ローリ
ング前

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【洗濯機・乾燥機700】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【シャッター修繕1,500】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【屋根修繕6,000】

41,031

35,536 事業費 34,246

施策事業Ｎｏ ④-３ 運営委員６名
委員会２回

運営委員６名
委員会２回

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

53 事業費 69 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

運営委員６名
委員会２回

運営委員６名
委員会２回

11108 事業費 69 事業費 69 事業費

給⾷センター 69 69 69
320403 3年間の事業費 207

ローリ
ング前

運営委員６名
委員会２回

運営委員６名
委員会２回

運営委員６名
委員会２回

69

事業費 69

学校給⾷運営委員報酬
学校給⾷センターが児童生徒に安全で安心な学校給
⾷を提供できるようその円滑な運営を図るため、問
題点、改善点等の提⾔を⾏う。

給⾷費改定の検討の他
放射線対応や異物混⼊
やアレルギー対策など
前向きに検討してきて
おり、地産地消につい
ても意⾒を述べてい
る。

今後の⽅向性

個別計画
― ―

☆☆
予算の妥当性

維持
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116基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 17,560 事業費 17,741 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

学校給食費の補助 学校給食費の補助

学校給⾷費補助⾦
安心して子どもを産み育てやすい環境づくりへの寄
与及び⾷育活動の推進を目的として、学校給⾷費負
担⾦相当額について補助⾦んを交付する。

⾷育及び子育て世代の
経済的支援という観点
から学校給⾷費相当額
の補助⾦を交付してい
るが⼀部の児童生徒は
別の支援政策を受けて
いることから事務処理
が煩雑化している。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ④-４ 学校給食費の補助 学校給食費の補助 ☆☆☆

ローリ
ング前

学校給食費の補助 学校給食費の補助 学校給食費の補助

27,543

事業費 28,051
個別計画

― ― ― 事業費 28,056 事業費 28,620
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

学校給食費の補助

事業費 27,543 事業費 27,543 事業費

学校教育グループ 28,056 28,620 28,051
320404 3年間の事業費 84,727

施策事業Ｎｏ ⑤-１ 『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,370 事業費 1,470 継続
学校教育振興事業（特別
支援コーディネーター事
業）

町内の保育園、幼稚園、⼩・中・高等学校に在籍するす
べての子どもたちの健やかな成⻑・発達のため、特別支
援コーディネーターを１名配置し、教育上の支援や援助
を要する者に対して支援を⾏い、福祉の向上と教育の充
実を図る。

増加傾向にあるいじめ
や不登校等の問題に
コーディネーターが的
確に対応できており、
家庭と学校のつなぎ役
や、直接教育現場への
指導助⾔も⾏うなど、
支援の充実が図られて
いる。

今後の⽅向性

1,474

1,474 事業費 1,474 事業費 1,474
『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

1,474

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 1,474 1,474

予算の妥当性

維持

事業費 1,474 事業費 1,474320501 3年間の事業費 4,422 111028 事業費

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 29
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ⑦-１ 工事監理　3,294
大規模改修工事　107,114

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 110,408 事業費 完了
東藻琴⼩学校大規模改
修事業

大規模な改修を⾏うことで、児童が安心して学校生
活を過ごすことができる快適な教育環境を提供す
る。

⽼朽化した校舎の大規
模改修を⾏い、学習環
境の充実及び学校生活
環境の整備が図られ
た。

今後の⽅向性

事業費 事業費
個別計画

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ

予算の妥当性

―

施策事業Ｎｏ ⑦-２ 【学校教育用・校務用端末】女中18,518､東
中13,933
【タブレット】女中4,951､東中3,810

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 事業費320701 3年間の事業費 111100 事業費

☆☆
予算の妥当性

個別計画
― ― ― 事業費 68,342 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 41,212 継続
学校教育⽤コンピュー
タ更新事業

導⼊後相当年数経過しているため、十分な教育的効
果が得られるよう更新を⾏い、教育⽔準の向上に資
する。

平成29年度に中学校の
学校教育⽤・校務⽤端
末及びタブレット端末
を購⼊。
平成30年度は⼩学校の
端末を整備予定。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

女小18,318､東小14,750､校務用：女小
8,642､東小5,532､タブレット：女小12,300､
東小8,800

学校教育グループ 68,342

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 68,342 事業費

事業費 300,430 事業費 355,430
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額

320702 3年間の事業費 68,342

ローリ
ング前

女小18,318､東小14,750､校務用：女小
8,642､東小5,532､タブレット：女小12,300､
東中8,800

事業費

施策事業Ｎｏ ⑦-３ 実施設計　12,042 ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

―

事業費 12,042 ―

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

工事監理5,430
大規模改修工事295,000

工事監理5,430
大規模改修工事350,000

事業費 300,430 事業費 事業費

学校教育グループ 300,430 355,430
320703 3年間の事業費 655,860

ローリ
ング前

工事監理5,430
大規模改修工事295,000

実施設計　4,000

4,000

事業費

⼥満別中学校大規模改
修事業

大規模な改修を⾏うことで、生徒が安心して学校生
活を過ごすことができる快適な教育環境を提供す
る。

校舎の⽼朽化が激しい
ことから、学習環境の
充実及び学校生活環境
向上のため改修が必要
な状況となっているた
め、計画的な大規模改
修を実施する必要があ
る。

今後の⽅向性

個別計画
― ― ―

☆☆

維持

予算の妥当性

―

117



118基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑧）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 26,352 事業費 493,859 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

旧体育館解体

東藻琴⼩学校体育館整
備事業

⽼朽化した体育館の新増築を⾏うことで、生徒が安
心して学校生活を過ごすことができる快適な教育環
境を提供する。

⽼朽化した体育館の増
改築を⾏い、安心安全
な教育環境の整備が図
られた。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ⑦-４ 体育館調査設計28,006 工事監理　11,448

体育館建設工事　482,114
建築確認申請　297

☆☆

ローリ
ング前

事業費
個別計画

― ― ― 事業費 31,293 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 事業費 事業費

学校教育グループ 31,293
320704 3年間の事業費 31,293

施策事業Ｎｏ ⑧-１ 大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 改善
事務局費（大空町の高等
学校教育を考える協議
会）

町内の中学校・高校のPTA等で構成する『大空町の
高等学校教育を考える協議会』において、今後の高
等学校教育の在り⽅を検討する

Ｈ28：協議会として
「新しい高校づくりに
関する７つの⽅針」作
成するも、反対の意⾒
があるため再協議する
予定

今後の⽅向性

事業費 事業費
大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ

事業費 事業費320801 3年間の事業費 11004 事業費

☆☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑨）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑨-１ 女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 4,000 事業費 4,000 継続
⼥満別高等学校振興協
議会補助⾦

⼥満別高等学校教育が時代の発展に対応した教育環境を
充実させ、多様化する社会情報の提供、体験学習の充
実、心身の健全育成のため各部活動等の充実を図り、近
未来の地域を担う人材育成のため学校教育活動の⼀部援
助する。

「⼥高タイム」などの
事業では、社会に対応
できる人材の育成など
を視野に⼊れた活動を
⾏い、⼜、「スタディ
サプリ」などの新たな
取り組みも⾏うなど、
生徒の学習意欲の向上
に繋がっている。

今後の⽅向性

4,000 事業費 4,000 事業費
女高振興協議会補助金4,000(女高タイム550､
教育環境900､部活1,380､広報350､進路320､存
続ＰＲ500)

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム550､
教育環境900､部活1,380､広報350､進路320､存
続ＰＲ500)

4,000

個別計画
〇 ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 4,000 4,000

施策事業Ｎｏ ⑨-２ 国内研修補助金　農業クラブ補助金 国内研修補助金　農業クラブ補助金 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 4,000 事業費320901 3年間の事業費 8,000 11010 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

国内研修補助金　農業クラブ補助金 国内研修補助金　農業クラブ補助金

決算額 1,973 事業費 2,521 継続
東藻琴高等学校教育振
興補助⾦

北海道東藻琴高等学校教育振興会に対する補助⾦の
交付を⾏い同会活動に寄与する。

研修⾒学旅⾏の生徒負
担額の３分の１の⾦額
を補助し、氷川町での
農業実習に有意義に体
験している。農業クラ
ブへの補助によりクラ
ブ活動が有意義に運営
されている。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

国内研修補助金　農業クラブ補助金

東藻琴高等学校 1,974 2,250

21,235 事業費 22,568 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】

東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】

東藻琴高等学校管理費
北海道東藻琴高等学校の校舎等施設の維持管理及び
学校経営に寄与する。

個別計画
〇 ― ― 事業費 1,974 事業費

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11033 事業費 2,256 事業費 2,256

決算額

320902 3年間の事業費 4,224

ローリ
ング前

国内研修補助金　農業クラブ補助金 国内研修補助金　農業クラブ補助金

2,250 事業費

施策事業Ｎｏ ⑨-３ 東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】

東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

11031 事業費 22,008 事業費 22,364 事業費

東藻琴高等学校 22,039 22,314
320903 3年間の事業費 44,353

ローリ
ング前

東藻琴高校運営管理費

【臨時職員１名】

東藻琴高校運営管理費

【臨時職員１名】

事業費

職員室のパソコンが平
成２２年購⼊のため、
近年中の更新が課題で
ある。
情報処理室のパソコン
も平成２４年購⼊のた
め、近年中の更新が課
題である。

今後の⽅向性

個別計画
― ― ― 事業費 22,039 事業費 22,314

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】
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120基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑨）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 17,339 事業費 18,737 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

東藻琴高等学校実習費
（実習関連事業）

花木・野菜の栽培、肉・農産加工製品等農業実習生
産物の製造と関連する施設の維持管理に寄与する。

オホーツクトマトの開
発、オホーツクパウン
ドケーキの開発等課題
研究から東藻琴高校ブ
ランドが誕生してい
る。施設及び器具の⽼
朽化が進んでおり順次
更新が必要である。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ⑨-４ 実習費用『マルシェ店舗借上75除く』

花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造
実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

☆☆☆

ローリ
ング前

事業費
個別計画

― ― ― 事業費 21,290 事業費 22,422
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

施策事業Ｎｏ ⑨-５ 寮生　10人　寮監１人
調理委託料2,764

寮生　10人　寮監１人
調理委託料2,764

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11035 事業費 18,096 事業費 18,419 事業費

東藻琴高等学校 21,290 22,422
320904 3年間の事業費 43,712

☆☆
予算の妥当性

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

寮生　12人　寮監１人
調理委託料2,800

寮生　４人　寮監１人
調理委託料2,856

寮生　４人　寮監１人
調理委託料2,856

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 9,505 事業費 9,882 継続
東藻琴高等学校寄宿舎
管理費

寄宿舎(緑友寮)の維持管理により⼊寮者の生活環境
改善に寄与する。

遠隔地からの生徒の受
け⼊れに貢献してい
る。今後も遠隔地及び
他府県からの受⼊を⾏
うが、施設の⽼朽化が
課題である。

今後の⽅向性

11,447

11,190 事業費 9,726 事業費 11,447
寮生　12人　寮監１人
調理委託料2,800

寮生　４人　寮監１人
調理委託料2,856

寮生　４人　寮監１人
調理委託料2,856

10,997

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

東藻琴高等学校 11,190 9,726

施策事業Ｎｏ ⑨-６ 生徒数　80名（女高校・東高校） 生徒数　80名（女高校・東高校） ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 9,218 事業費 10,939320905 3年間の事業費 32,363 11036 事業費

町内の高校に通学する生徒の制服購⼊へ助成を⾏う
もの。

☆☆
予算の妥当性

維持

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

生徒数　80名（女高校・東高校） 生徒数　80名（女高校・東高校）

決算額 1,263 事業費 3,640 継続
高等学校制服購⼊補助
⾦

制服購⼊に係る費⽤の
補助による⼊学支援を
⾏い、⼊学時の負担軽
減が図られることで生
徒の確保及び学校の魅
⼒化を促進している。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

生徒数　80名（女高校・東高校）

学校教育グループ 3,640 3,640 1,840 ローリ
ング前

生徒数　80名（女高校・東高校） 生徒数　80名（女高校・東高校） 生徒数　40名
補助金額　1,840

1,840

3,640 事業費 1,840
個別計画

― ― ― 事業費 3,640 事業費

111029 事業費 3,640 事業費 3,640 事業費320906 3年間の事業費 9,120

維持

維持



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑨）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 32 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ⑨-７ 補助金額　128 補助金額　280 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆
予算の妥当性

個別計画
― ― ― 事業費 280 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

補助金額　280 補助金額　280

決算額 128 事業費 280 継続
高等学校生徒寄宿舎受
⼊補助⾦

大空町内の高等学校の生徒であって、自宅が大空町
外にある生徒の寄宿を受け⼊れている者に補助⾦を
交付することにより、寄宿受⼊者の経済的な負担の
軽減を図り、寄宿受⼊者の確保に寄与

平成２８年度は東藻琴
地区の１件のみだが、
寄宿受⼊者の経済的負
担を軽減するため引き
続き事業を実施する。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

補助金額　280

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

111030 事業費 280 事業費 280 事業費

学校教育グループ 280 280 280
320907 3年間の事業費 840

ローリ
ング前

補助金額　280 補助金額　280 補助金額　280

280

280 事業費 280

☆☆

決算額 13,028 事業費 16,699 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

⼥満別高等学校生徒寄
宿舎管理費

通学に困難な事情のある生徒が⼥満別高等学校へ進
学する機会を確保し、大空町の高等学校教育の充実
及び発展を図る。

⼊寮者が年々減少して
いる。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ⑨-８ 入寮者　10人

寄宿舎業務委託料　6,630
賄材料費　3,412

入寮者　12人
寄宿舎業務委託料　6,630
賄材料費　6,693

☆☆☆

ローリ
ング前

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

19,995

事業費 19,004
個別計画

― ― ― 事業費 18,957 事業費 18,981
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

施策事業Ｎｏ ⑨-９
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

111033 事業費 19,930 事業費 19,963 事業費

学校教育グループ 18,957 18,981 19,004
320908 3年間の事業費 56,942

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

総合的学習タイム550　教育環境900
部活等2,050　国内研修補助金1,402
農業クラブ補助金250笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費
新しい高校教育振興補
助⾦

新しい高校関連経費 新しい高校づくりに対
する町⺠の理解と機運
の醸成を図る必要があ
る

今後の⽅向性

事業費 事業費 6,256
総合的学習タイム550　教育環境900
部活等2,050　国内研修補助金1,402
農業クラブ補助金250

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ

事業費 事業費 6,256
6,256

320909 3年間の事業費 6,256 事業費

予算の妥当性

維持

予算の妥当性

維持
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122基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑨）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 32 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 32 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ⑨-１０
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

教職員人件費　91,910　教科活動　1,774
教科外活動　2,200　維持運営費　5,834
校舎管理費　1,400　臨時事務職　3,411笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費新しい高校管理運営費
新しい高校関連経費 新しい高校づくりに対

する町⺠の理解と機運
の醸成を図る必要があ
る

今後の⽅向性 予算の妥当性

事業費 事業費 105,809
105,809

320910 3年間の事業費 105,809 事業費

事業費 事業費 105,809
教職員人件費　91,910　教科活動　1,774
教科外活動　2,200　維持運営費　5,834
校舎管理費　1,400　臨時事務職　3,411

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ

決算額 事業費新しい高校実習費
新しい高校関連経費 新しい高校づくりに対

する町⺠の理解と機運
の醸成を図る必要があ
る

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

施策事業Ｎｏ ⑨-１１
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

ローリ
ング前

新しい高校農業実習費用

18,419

事業費 18,419
個別計画

― ― ― 事業費 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

新しい高校農業実習費用

事業費 事業費 事業費

学校教育グループ 18,419
320911 3年間の事業費 18,419

予算の妥当性



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑩）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 」 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ⑩-１ 『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 1 改善奨学基⾦繰出⾦
本町住⺠の子弟で、高等学校以上に就学しようとす
る者または、在学者のうち経済的理由から就学が困
難な者に学費を貸与し、等しく教育を受ける機会を
提供し、教育の振興を図る。

奨学⾦の活⽤により、
大学進学等に係る費⽤
の支援がなされ、就学
者の経済的負担の軽減
につながっている。給
付型奨学⾦の創設や、
償還⾦の滞納対策が課
題となっている。

今後の⽅向性

3

3 事業費 3 事業費 3
『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

3

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 3 3

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑩-２ 利子助成　29件 利子助成　578 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 3 事業費 3321001 3年間の事業費 9 11012 事業費

☆☆
予算の妥当性

個別計画
― ― ― 事業費 662 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

利子助成　686 利子助成　698

決算額 296 事業費 578 継続
⼊学資⾦借⼊⾦利子等
助成⾦

大学等へ新たに⼊学する⽅が、⼊学に必要な資⾦と
して借⼊れた借⼊⾦の利子及び信⽤保証料の⼀部を
助成することで、教育機会の確保及び充実に資す
る。

平成２８年度の新規申
請者は２件だが、進学
時の保護者負担軽減の
ため、引き続き事業を
実施する。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

利子助成　662

学校教育グループ 662 686 597

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

111012 事業費 662 事業費 686

― 事業費 3,516 事業費 3,516
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

認定者36名
就学援助費　3,516

決算額

321002 3年間の事業費 1,945

ローリ
ング前

利子助成　662 利子助成　686 利子助成　698

597

686 事業費 597

施策事業Ｎｏ ⑩-３ 認定者４3名
就学援助費　3,196

認定者４0名
就学援助費　3,529

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

3,196 事業費 3,529 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

認定者36名
就学援助費　3,516

認定者36名
就学援助費　3,516

11020 事業費 3,678 事業費 3,678 事業費

学校教育グループ 3,516 3,516 3,516
321003 3年間の事業費 10,548

ローリ
ング前

認定者４１名
就学援助費　3,678

認定者４１名
就学援助費　3,678

認定者４１名
就学援助費　3,678

3,678

事業費 3,516

要保護・準要保護児童
就学援助費

学校教育法第１９条の定めるところにより、経済的
理由によって就学困難と認められる児童の保護者に
対し、必要な援助を⾏う。

毎年４０名程度認定し
ており、保護者の経済
的負担軽減のため、引
き続き事業を実施す
る。

今後の⽅向性

個別計画
― ―

予算の妥当性

維持

☆☆

維持

☆☆

123



124基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑩）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 2,844 事業費 4,507 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

認定者22名
就学援助金　3,232

認定者22名
就学援助金　3,232

要保護・準要保護生徒
就学援助費

学校教育法第１９条の定めるところにより、経済的
理由によって就学困難と認められる生徒の保護者に
対し、必要な援助を⾏う。

毎年３０名程度認定し
ており、保護者の経済
的負担軽減のため、引
き続き事業を実施す
る。

今後の⽅向性
施策事業Ｎｏ ⑩-４ 認定者28名

就学援助金　2,844
認定者３2名
就学援助金　4,507

☆☆

ローリ
ング前

認定者３４名
就学援助金　3,966

認定者３４名
就学援助金　3,966

認定者３４名
就学援助金　3,966

3,966

事業費 3,232
個別計画

― ― ― 事業費 3,232 事業費 3,232
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

認定者22名
就学援助金　3,232

施策事業Ｎｏ ⑩-５ 就学奨励扶助費　753 就学奨励扶助費　988 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11027 事業費 3,966 事業費 3,966 事業費

学校教育グループ 3,232 3,232 3,232
321004 3年間の事業費 9,696

☆☆
予算の妥当性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

就学奨励扶助費　1,025 就学奨励扶助費　1,025 就学奨励扶助費　1,025

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 752 事業費 988 継続
特別支援教育就学奨励
費扶助費（⼩）

特別支援学級に就学する児童の保護者の経済的負担
を軽減するため、特別支援学級への就学のために必
要な援助を⾏う。

特別支援学級在籍者は
年々増加傾向にある。
保護者の経済的負担軽
減のため、引き続き事
業を実施する。

今後の⽅向性

1,025

1,025 事業費 1,025 事業費 1,025
就学奨励扶助費　1,076 就学奨励扶助費　1,076 就学奨励扶助費　1,076

1,076

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 1,025 1,025

施策事業Ｎｏ ⑩-６ 就学奨励扶助費　325 就学奨励扶助費　666 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 1,076 事業費 1,076321005 3年間の事業費 3,075 11021 事業費

☆☆
予算の妥当性

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

就学奨励扶助費　717 就学奨励扶助費　717

決算額 324 事業費 666 継続
特別支援教育就学奨励
費扶助費（中）

特別支援学級に就学する生徒の保護者の経済的負担
を軽減するため、特別支援学級への就学のために必
要な援助を⾏う。

特別支援学級在籍者は
年々増加傾向にある。
保護者の経済的負担軽
減のため、引き続き事
業を実施する。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

就学奨励扶助費　717

学校教育グループ 717 717 717 ローリ
ング前

就学奨励扶助費　371 就学奨励扶助費　371 就学奨励扶助費　371

371

717 事業費 717
個別計画

― ― ― 事業費 717 事業費

11028 事業費 371 事業費 371 事業費321006 3年間の事業費 2,151

☆☆
予算の妥当性

維持

維持

維持



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑩）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑪）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ⑩-７ 高校1,000
大学1,800

高校1,000
大学1,800

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆
予算の妥当性

個別計画
― ― ― 事業費 2,000 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

高校1,000
大学1,800

高校1,000
大学1,800

決算額 2,100 事業費 2,500 継続
多子世帯高校・大学進
学祝い⾦支給事業

第３子以降の子への支援。高校進学１０万円、大学
進学３０万円。

支援⾦の支給により、
⼊学時における保護者
等の子育てに係る家計
の負担軽減が図られて
いる。

今後の⽅向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

高校1,000
大学1,800

維持

事業費 2,800 事業費 2,800 事業費

学校教育グループ 2,000 2,000 2,000
321007 3年間の事業費 6,000

ローリ
ング前

高校1,000
大学1,800

高校1,000
大学1,800

高校1,000
大学1,800

2,800

2,000 事業費 2,000

施策事業Ｎｏ ⑪-１ 『地域間バス除く』 『地域間バス除く』 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

『地域間バス除く』
【女満別更新(中型)18,000】

『地域間バス除く』
【女満別更新(大型)25,000】

『地域間バス除く』
【東藻琴更新(大型)25,000】

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 69,147 事業費 71,320 継続
スクールバス運⾏事業
（スクールバス事業）

へき地の遠距離通学児童・生徒の登下校並びに学校
⾏事等の利⽤拡大運⾏を図り教育⽔準の向上に資す
る。

児童・生徒の登下校の
確保に資するため、引
き続き事業を実施す
る。

スクールバスの計画的
な更新が必要となる。

今後の⽅向性

97,123

89,947 事業費 97,036 事業費 97,123

114,947

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 89,947 97,036

『地域間バス除く』
【女満別更新(中型)18,000】
【東藻琴更新(大型)25,000】

『地域間バス除く』
【女満別更新(大型)25,000】

『地域間バス除く』
【東藻琴更新(中型)18,000】

予算の妥当性

維持

事業費 97,036 事業費 97,123321101 3年間の事業費 284,106 11030 事業費

☆☆
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126基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑫）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
２．学校教育の充実 （施策⑫）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ⑫-１ 高校通学対策助成金　2,520 高校通学対策助成金　2,688 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

高校通学対策助成金　3,696 高校通学対策助成金　3,444 高校通学対策助成金　3,612

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,813 事業費 2,268 継続高校通学対策助成⾦
大空町外の高等学校へ通学する生徒の通学費が⼀部
高額となることから、その通学費の⼀部を補助する
ことにより、保護者の負担軽減を図る。

通学対策助成⾦による
支援により、高校通学
に伴う家計の負担が緩
和され、併せて地元路
線バスの利⽤向上及び
路線維持対策にも繋
がっている。

今後の⽅向性

2,856

2,436 事業費 2,772 事業費 2,856
高校通学対策助成金　3,696 高校通学対策助成金　3,444 高校通学対策助成金　3,612

2,436

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 2,436 2,772

予算の妥当性

維持

事業費 2,772 事業費 2,856321201 3年間の事業費 8,064 11006 事業費

施策事業Ｎｏ ⑬-１ 修繕料700､補修用原材料200､教職員住
宅解体工事（女満別4棟）7,215

修繕料　700
補修用原材料200

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 7,456 事業費 1,197 継続教員住宅維持管理費
教員住宅の教育財産に係る適正配置及び維持管理を
⾏い過疎地の学校に勤務する教員の福利厚生の充実
を図る。

定期的な管理を⾏って
おり、平成２９年度⼊
居状況は、⼥満別地区
１８⼾のうち満室
東藻琴地区２４⼾のう
ち空１⼾となっており
ます。

今後の⽅向性

1,078

1,078 事業費 1,078 事業費 1,078
修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

994

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

総務グループ 1,078 1,078

予算の妥当性

維持

事業費 994 事業費 994321301 3年間の事業費 3,234 11013 事業費

☆☆

☆☆



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-１ 社会教育関連一般事務費 社会教育関連一般事務費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,278 事業費 1,622 継続社会教育総務事務費
社会教育に関連する一般事務費 大空町社会教育推進計

画により社会教育の振
興、発展に取り組んで
いる。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

社会教育関連一般事務費
【公用車更新4,630】

社会教育関連一般事務費 社会教育関連一般事務費
【公用自動車購入4,630】
【公用車夏冬タイヤ100】笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,474 事業費 1,272 事業費 6,059
社会教育関連一般事務費
【公用車更新4,630】

社会教育関連一般事務費 社会教育関連一般事務費

5,971

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 1,474 1,272
事業費 1,242 事業費 1,299

6,059
330101 3年間の事業費 8,805 11038 事業費

施策事業Ｎｏ ①-２ 社会教育委員　16名 社会教育委員　16名 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 321 事業費 898 継続社会教育委員報酬
社会教育・生涯学習の総合的な推進について審議す
るため、社会教育法及び町条例に基づき設置。

H28年度：社会教育事
業課題における自主研
修会開催により社会教
育の現状把握に取り組
んだ。
H30年度：社会教育
中・⻑期計画策定に取
り組む。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

社会教育委員　16名
社会教育計画策定

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費 472 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

社会教育委員　16名 社会教育委員　16名

社会教育グループ 472 472 472
330102 3年間の事業費 1,416

ローリ
ング前

社会教育委員　16名 社会教育委員　16名 社会教育委員　16名

472

472 事業費 472

施策事業Ｎｏ ①-３ 生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金
大空検定マニアッＱ実施／西村淳氏講演会

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11040 事業費 472 事業費 472 事業費

決算額 507 事業費 420 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

生涯学習推進事業
町⺠の生涯学習活動の充実と発展のため、生涯学習
奨励員協議会を設置している。町⺠大学講座及び大
空町検定に引き続き取り組み、事業を実施する。

Ｈ26年度：大空マニ
アッＱ問題集作成
Ｈ27年度〜大空町検定
開始。
町⺠の学習要求を把握
した「町⺠大学講座」
の継続実施。

今後の方向性

個別計画 大空町教育計画
〇 ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

ローリ
ング前

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

782

事業費 420

11048 事業費 782 事業費 782 事業費

社会教育グループ 420 420 420
330103 3年間の事業費 1,260

事業費 420 事業費 420

127



128基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

進⾏状況 これまでの効果

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-４ ＰＴＡ連合会研修活動支援

決算額 142 事業費 242 継続町ＰＴＡ連合会補助⾦
ＰＴＡ活動の活性化と、児童生徒の健全な育成のた
めに補助する。

町内学校ＰＴＡ活動の
連携に努めている。
Ｈ２９ 東部地区ＰＴ
Ａ連合会研修会開催
家庭教育の重要性が増
す状況を踏へ、各学校
ＰＴＡ活動との連携を
より深める必要があ
る。

今後の方向性

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費 142 事業費 142

ＰＴＡ連合会研修活動支援 ☆☆☆

社会教育グループ 142 142 142

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ＰＴＡ連合会研修活動支援 ＰＴＡ連合会研修活動支援

330104 3年間の事業費 426

ローリ
ング前

ＰＴＡ連合会研修活動支援 ＰＴＡ連合会研修活動支援 ＰＴＡ連合会研修活動支援

142

事業費 142
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ＰＴＡ連合会研修活動支援

施策事業Ｎｏ ①-５ 女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算

11050 事業費 142 事業費 142 事業費

決算額 322 事業費 322 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 322 322
事業費 322 事業費 322

町自治会⼥性部連絡協
議会補助⾦

⼥性部会員相互の親睦と連携調整を図り、互いに協⼒
して明るいまちづくりを推進していくことを目的に⼥
性の自己啓発及び資質の向上に関する事業、各種研修
会開催等の活動に対して支援する。

まちづくりへの協働・
参画。
H29年度：大空町⼥性
団体協議会記念誌作成
団体活動における会の
活性化や自⽴化を促す
支援。

今後の方向性

322
330105 3年間の事業費 966 11052 事業費

322 事業費 322 事業費 322
女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

322

施策事業Ｎｏ ①-６ 高齢者大学 高齢者大学 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 467 事業費 707 改善高齢者教育振興事業
高齢者の地域参加や世代間交流と学習活動を推進す
るため、高齢者大学を開設する。

生涯学習における集合
学習のメリットを生か
した事業内容の改善が
必要。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

高齢者大学
【３町交歓会】

個別計画 大空町教育計画
〇 ― ― 事業費 807 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

高齢者大学
【高齢者リーダー研修会】

高齢者大学

ローリ
ング前

高齢者大学
【３町交歓会】

高齢者大学
【高齢者リーダー研修会】

高齢者大学

867

707 事業費 707

11053 事業費 967 事業費 967 事業費

社会教育グループ 807 707 707
330106 3年間の事業費 2,221



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-７ 成人式費用 成人式費用 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 358 事業費 396 継続成人式開催費
大空町の成人（満２０歳）を迎える成人が一堂に集
い、町⺠としての誇りと新成人としての自覚を深め
あうことを目的に挙⾏する。

大空町が成人を祝う式
典を開催することで、
町⺠としての誇り、郷
土愛を深める機会と
なっている。また⻘年
団体協議会との協働に
よるアトラクションを
実施している。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

成人式費用

個別計画
― ― ― 事業費 408 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

成人式費用 成人式費用

社会教育グループ 408 408 408
330107 3年間の事業費 1,224

ローリ
ング前

成人式費用 成人式費用 成人式費用

388

408 事業費 408

11044 事業費 388 事業費 388 事業費

施策事業Ｎｏ ②-１ ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 472 事業費 625 継続少年教育事業
子どもの積極性や社会性を育むため、体験学習の機
会を提供する。ジュニアセミナー派遣・ボランティ
アリーダー養成研修会開催中・⻑期休業中の補充的
学習サポート事業（7日間）

Ｈ27年度：⻑期休業中
の補充的学習サポート
事業を実施し、望まし
い生活習慣の定着に努
めている。
集団活動における魅⼒
あるプログラムの開発
が必要。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

625 事業費 625 事業費 625
ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 625 625
事業費 592 事業費 592

625
330201 3年間の事業費 1,875 11058 事業費 592

129



130基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ③-１ 社会教育施設総合一般管理費 社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 486 事業費 533 継続
社会教育施設一般管理
費

大空町が設置する公の施設の管理を指定管理者に⾏わせ
ている社会教育施設（⼥満別研修会館、伝承館、農村環
境改善センター）に係る10万円を超える協議を要し、か
つ町が負担すべき修繕費について予算計上するものであ
る。

適切な管理を⾏ってい
るが、⼥満別駅の管理
として駅の⼾締りを依
頼している。（⼥満別
図書館が休みの時の駅
の⼾締り管理）

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

612 事業費 612 事業費 612
社会教育施設総合一般管理費 社会教育施設総合一般管理費 社会教育施設総合一般管理費

552

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

総務グループ 612 612
事業費 552 事業費 552

612
330301 3年間の事業費 1,836 11133 事業費

施策事業Ｎｏ ③-２ 研修会館（指定管理施設）
【大会議室机420､展示パネル287】
施設利用者数27,581人

研修会館（指定管理施設）【第会議室机
428､掲示用パネル293､ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾜｲﾔﾚｽﾏｲ
ｸ339】

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 11,220 事業費 11,751 継続研修会館管理費
町⺠の学習活動の振興と生活技術の習得など、住⺠福
祉の増進に寄与するために設置した研修会館につい
て、⺠間の活⼒を最大限に発揮して適正でかつ効率の
良い管理運営を実施していく。

適切な管理を⾏ってい
る。 文化展の開催や
会議等の利⽤あり、机
やパネル等の更新を平
成３３年まで⾏う。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

研修会館（指定管理施設）
【大会議室用机428､展示パネル293､折りた
たみ机504】

個別計画
― ― ― 事業費 12,881 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

研修会館（指定管理施設）
【展示パネル317】

研修会館（指定管理施設）
【展示パネル317】

総務グループ 12,881 11,973 11,973
330302 3年間の事業費 36,827

ローリ
ング前

研修会館（指定管理施設）
【大会議室用机428､展示パネル293､折りた
たみ机504】

研修会館（指定管理施設）
【展示パネル317】

研修会館（指定管理施設）
【展示パネル317】

11,973

11,973 事業費 11,973

施策事業Ｎｏ ③-３ 伝承館（指定管理施設）
施設利用者数2,611人

伝承館（指定管理施設） ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11134 事業費 12,881 事業費 11,973 事業費

決算額 2,484 事業費 2,484 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

伝承館（指定管理施設）
【自動ドア装置取替修繕300】

伝承館（指定管理施設）

伝承館管理費
町⺠の生活文化の向上と伝承芸術文化の創作活動を
促進し、住⺠福祉の増進に寄与するため設置された
⼥満別伝承館の適正な管理運営に努める。

適切な管理を⾏ってい
る。平成３０年度自動
ドアの更新を⾏う。
（伝承館の指定管理委
託 H30からH32ま
で）

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

伝承館（指定管理施設）

ローリ
ング前

伝承館（指定管理施設） 伝承館（指定管理施設） 伝承館（指定管理施設）

2,584

事業費 2,538

11135 事業費 2,584 事業費 2,584 事業費

総務グループ 2,790 2,514 2,538
330303 3年間の事業費 7,842

事業費 2,790 事業費 2,514



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ③-４ 東藻琴生涯学習センタ―管理費

決算額 3,952 事業費 3,151 継続

☆☆
予算の妥当性

維持
生涯学習センター管理
費

施設の維持管理費として予算計上
２階の一部を東藻琴児童クラブが使⽤している。

適切な管理を⾏ってい
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 3,449 事業費 3,449

東藻琴生涯学習センタ―管理費 ☆☆

社会教育グループ 3,449 3,449 3,449

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

東藻琴生涯学習センタ―管理費 東藻琴生涯学習センタ―管理費

330304 3年間の事業費 10,347

ローリ
ング前

東藻琴生涯学習センタ―管理費 東藻琴生涯学習センタ―管理費 東藻琴生涯学習センタ―管理費

3,449

事業費 3,449
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

東藻琴生涯学習センタ―管理費

施策事業Ｎｏ ③-５ 【会議用机584､パイプ椅子957､非常用照
明装置更新2,502､トイレ改修1,160､調理室
改修692､調理備品344】

【舞台吊物保守点検216､会議用机595､パ
イプ椅子430】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11136 事業費 3,449 事業費 3,449 事業費

決算額 16,656 事業費 12,337 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

改善センター（指定管理施設）
【会議用机637】
【舞台吊物保守点検委託216】

改善センター（指定管理施設）
【直流電源装置、蓄電池取替3,893】
【非常誘導灯取替748】

改善センター（指定管理施設）
【自動ドア修繕605】

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 12,868 14,979
事業費 10,338 事業費 10,339

農村環境改善センター
管理費

町⺠の文化活動及び集会施設としての充実を図るこ
とを目的として、適正で効率のよい管理運営を図る
ため、指定管理者による管理運営を⾏う。

指定管理者との連携に
より文化活動施設とし
て充実に努める。
施設の⽼朽化による修
繕の検討が必要。

今後の方向性

10,944
330305 3年間の事業費 38,791 110619 事業費

12,868 事業費 14,979 事業費 10,944
改善センター（指定管理施設）　【会議用机
637､直流電源装置蓄電池取替3,893】

改善センター（指定管理施設） 改善センター（指定管理施設）

14,853

☆☆施策事業Ｎｏ ③-６ ふるさと館施設管理費 ふるさと館施設管理費 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 110 事業費 120 継続ふるさと資料館管理費
施設の維持管理として計上。
開拓資料館として開拓資料の展⽰を⾏っている。

開拓資料館の展⽰を⾏
い、学校授業で活⽤さ
れている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ふるさと館施設管理費

個別計画
― ― ― 事業費 146 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ふるさと館施設管理費 ふるさと館施設管理費

ローリ
ング前

ふるさと館施設管理費 ふるさと館施設管理費 ふるさと館施設管理費

146

146 事業費 146

11137 事業費 146 事業費 146 事業費

社会教育グループ 146 146 146
330306 3年間の事業費 438

予算の妥当性

維持

131



132基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 30 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-７ 山園ふるさとセンター管理費 山園ふるさとセンター管理費 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 154 事業費 235 継続

☆☆
予算の妥当性

維持
山園ふるさとセンター
管理費

旧山園⼩学校を山園ふるさとセンターとし、開拓資
料の保管施設として利⽤している。

開拓資料の保管施設と
して活⽤。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

山園ふるさとセンター管理費

個別計画
― ― ― 事業費 251 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

山園ふるさとセンター管理費 山園ふるさとセンター管理費

社会教育グループ 251 251 251
330307 3年間の事業費 753

ローリ
ング前

山園ふるさとセンター管理費 山園ふるさとセンター管理費 山園ふるさとセンター管理費

251

251 事業費 251

施策事業Ｎｏ ③-８ 事務局費のうち学校開放事業5校分 事務局費のうち学校開放事業5校分 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11138 事業費 251 事業費 251 事業費

☆☆

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

事務局費のうち学校開放事業5校分 事務局費のうち学校開放事業5校分

事務局費（学校開放事
業）

スポーツ団体を中心に
学校施設を有効活⽤し
ている。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

学校教育に支障のない範囲で学校開放を⾏い、町⺠
の自主的なスポーツ、学習活動を促進する

事務局費のうち学校開放事業5校分

決算額 200 事業費 200 継続 維持

11004 事業費 200 事業費 200 事業費

学校教育グループ 200 200 200
330308 3年間の事業費 600

ローリ
ング前

事務局費のうち学校開放事業5校分 事務局費のうち学校開放事業5校分 事務局費のうち学校開放事業5校分

200

事業費 200事業費 200 事業費 200

施策事業Ｎｏ ③-９ ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

―
予算の妥当性

―

ローリ
ング前

社会教育グループ

決算額 事業費 ―
生涯学習センター改修
事業

東藻琴生涯学習センターは、平成６年３⽉に完成
し、２０年が経過しており、外壁及び屋根について
改修が必要となっている。

外壁、屋根の改修。冷
暖房機器の更新。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【外壁・屋根改修工事50,000】

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 50,000 事業費
【外壁・屋根改修工事50,000】

50,000

個別計画
― ― ― 事業費

50,000
事業費 事業費330309 3年間の事業費 50,000 事業費

予算の妥当性



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 31 〜 35
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ③-１０ 【シャワーユニット設置工事4,000】 【前庭樹木診断・選定432、浄化槽水中ポン
プ取替317、トイレ改修工事2,528】

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 15,466 事業費 15,127 継続
旧豊住⼩学校運営管理
費

旧豊住⼩学校の管理・運営に係る経費 施設管理を育成事業協
会に年間委託し、適正
な管理を⾏っている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【地下タンク油量計取替700、自走式草刈機
購入929】

施設の管理運営 施設の管理運営

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

13,758 事業費 13,058 事業費 13,058
【地下タンク油量計取替700】 施設の管理運営 施設の管理運営

13,334

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

総務グループ 13,758 13,058
事業費 12,825 事業費 12,825

13,058
330310 3年間の事業費 39,874 事業費

施策事業Ｎｏ ③-１１ ―
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 事業費 ―研修会館建替事業
研修会館の建て替えについて検討する。 今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

【基本設計9,836】 【実施設計25,769】

社会教育グループ 9,386 25,769
330311 3年間の事業費 35,155

ローリ
ング前

【基本設計9,836】 【実施設計25,769】

25,769

9,386 事業費 25,769

施策事業Ｎｏ ③-１２ 【建物解体工事3,240】 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 事業費 9,386 事業費

☆☆
予算の妥当性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【建物解体工事3,600】 【建物解体工事4,000】

山園ふるさとセンター
部分解体事業

旧山園⼩学校のプール・視聴覚室・山園保育所の施
設の⽼朽化による解体

29年度プール解体。30
年度視聴覚室、31年度
保育園解体予定。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 3,240 継続

社会教育グループ 3,600 4,000

維持

ローリ
ング前

【旧視聴覚室解体3,600】 【旧保育所解体4,000】

事業費事業費 3,600 事業費 4,000

事業費 3,600 事業費 4,000 事業費330312 3年間の事業費 7,600

☆☆
予算の妥当性

維持

―
予算の妥当性

―
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134基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 33 〜 34
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ④-１ 図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催4回 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 40 事業費 101 継続
図書館運営協議会委員
報酬

図書館の適正な運営を図るため、年２回の図書館の
諮問機関である図書館運営協議会を開催する。現任
期（平成２８年４⽉１日〜平成３０年３⽉３１日）

Ｈ２５年度：大空町図
書館第２期５カ年計画
策定、大空町子どもの
読書活動推進計画策定
図書館を拠点とした読
書環境の充実、整備を
審議

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催2回

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

77 事業費 51 事業費 51
図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催2回

77

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 77 51
事業費 51 事業費 51

51
330401 3年間の事業費 179 11078 事業費

施策事業Ｎｏ ④-２ 図書館管理運営指定管理
図書館利用者：女満別5,863人､東藻琴
5,149人、移動図書館2,276人】

図書館管理運営指定管理 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 46,076 事業費 45,070 継続図書館管理運営費
生涯学習の拠点施設として、個人学習活動への対応
と充実を図り、情報発信と地域活動の拠点を目指
す。

適切な管理を⾏ってい
るが、近年夏の温度が
高く、利⽤者から冷房
設置の要望がある。ま
た、温水器や暖房機の
更新も必要である。照
明についても節電のた
めLED化を検討する必
要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

図書館管理運営指定管理

個別計画
― ― ― 事業費 45,507 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

図書館管理運営指定管理
【両地区エアコン設置　女満別3,650　東藻
琴3,650】

図書館管理運営指定管理
【地下タンクライニング1,753､真空式温風暖
房器更新2,058】

社会教育グループ 45,507 45,842 49,318
330402 3年間の事業費 140,667

決算額 事業費

ローリ
ング前

図書館管理運営指定管理 図書館管理運営指定管理 図書館管理運営指定管理
【地下タンクライニング1,753､真空式温風暖
房器更新2,058】

49,318

45,842 事業費 49,318

―

施策事業Ｎｏ ④-３ ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11079 事業費 45,507 事業費 45,842 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

⼥満別図書館外壁・屋
根改修事業

⼥満別図書館の外壁及び屋根の改修を⾏なう。
平成33年から34年にかけて実施予定

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ローリ
ング前

事業費

事業費 事業費 事業費

社会教育グループ

330403 3年間の事業費

事業費 事業費

―
予算の妥当性

―

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 地域振興課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ⑤-１ 稲城市民祭における交流
稲城市との文化交流300

稲城市民祭における交流519
特産品交流事業13

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 780 事業費 532 改善稲城市交流事業
姉妹都市である東京都稲城市と様々な分野において
交流を深める。

相互にイベント参加、
特産品を賞品として提
供等⾏っているが、交
流を深化させていくた
めには、新しい展開を
検討していく必要があ
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

稲城市民祭における交流519
稲城市との文化交流300

稲城市民祭における交流519 稲城市民祭における交流519
稲城市との文化交流300

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

819 事業費 519 事業費 819
稲城市民祭における交流
稲城市との文化交流300

稲城市民祭における交流
稲城市との町民交流事業240

稲城市民祭における交流
稲城市との文化交流300

820

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

企画グループ 819 519
事業費 818 事業費 820

819
330501 3年間の事業費 2,157 10253 事業費

施策事業Ｎｏ ⑤-２ 友好町交流事業
氷川町への町民交流

友好町交流事業
氷川町への町民交流

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 1,179 事業費 1,350 継続氷川町交流事業
熊本県氷川町と友好町提携をしていることに伴い、
遠く離れた北と南での文化や風土の違いを学び、交
流を深めることを目的に事業を展開する。

テーマを設けた交流事
業を⾏うことで、⽼若
男⼥が参加しやすい交
流事業になっている。
今後、回数を重ねるこ
とで、テーマ設定に苦
慮することが考えられ
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

友好町交流事業
氷川町への町民交流

個別計画
― ― ― 事業費 1,332 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

友好町交流事業 友好町交流事業
氷川町への町民交流

地域振興課 1,332 560 1,332
330502 3年間の事業費 3,224

ローリ
ング前

友好町交流事業
氷川町への町民交流

友好町交流事業 友好町交流事業
氷川町への町民交流

1,332

560 事業費 1,332

施策事業Ｎｏ ⑤-３ 稲城市教育交流補助金 稲城市教育交流補助金 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10254 事業費 1,332 事業費 560 事業費

☆☆
予算の妥当性

決算額 823 事業費 2,122 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

稲城市教育交流補助金 稲城市教育交流補助金

稲城市教育交流補助⾦
稲城市児童交流実⾏委員会が実施する町内⼩学校５
年生児童による姉妹都市稲城市との交流事業（訪問
及び受け⼊れ）に要する経費の一部を補助⾦として
交付する。

稲城市児童との交流に
より学校間、稲城市と
の交流が深まってい
る。東藻琴⼩学校児童
への参加とそれに伴う
実⾏委員会組織体制づ
くりを検討する必要が
ある。

今後の方向性

個別計画
〇 ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

稲城市教育交流補助金

ローリ
ング前

稲城市教育交流補助金 稲城市教育交流補助金 稲城市教育交流補助金

1,618

事業費 1,770

11124 事業費 1,618 事業費 1,618 事業費

社会教育グループ 1,770 1,770 1,770
330503 3年間の事業費 5,310

事業費 1,770 事業費 1,770

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持
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136基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
３．生涯学習の推進 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑤-４ ふれあいスタディｉｎ氷川補助金

決算額 1,169 事業費 1,472 継続

☆☆
予算の妥当性

維持
ふれあいスタディｉｎ
氷川補助⾦

友好町熊本県氷川町との交流促進のために、中学2
年生を対象とした相互交流事業を⾏う。

研修を通し、九州の歴
史、文化を学ぶ機会に
努めている。参加家庭
のホームステイ受け⼊
れの協⼒に課題があ
る。

今後の方向性

個別計画
〇 ― ― 事業費 1,472 事業費 1,472

ふれあいスタディｉｎ氷川補助金 ☆☆☆

社会教育グループ 1,472 1,472 1,472

一般会計
ローリ
ング後

ふれあいスタディｉｎ氷川補助金 ふれあいスタディｉｎ氷川補助金

ローリ
ング前

ふれあいスタディｉｎ氷川補助金 ふれあいスタディｉｎ氷川補助金 ふれあいスタディｉｎ氷川補助金

1,450

事業費 1,472
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ふれあいスタディｉｎ氷川補助金会計名称

11125 事業費 1,450 事業費 1,450 事業費330504 3年間の事業費 4,416

施策事業Ｎｏ ⑥-１ 元気づくり応援事業
　国外研修：2件・400千円

元気づくり応援事業
　国内外研修事業　200千円

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 400 事業費 200 改善
元気づくり応援事業
（国内外研修事業）

大空町元気づくり応援事業補助⾦交付要綱に基づき
個性豊かで優れた人材の育成を図る。
④国内（外）研修事業：補助対象経費の１/２以内
で５万円(２０万円）を限度

申請者に「研修成果を
地域につなげる」こと
の意識づけを求めるこ
とも必要。地域リー
ダー育成の観点も含め
た事業メニューである
ととらえられる。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

200 事業費 200 事業費 200

200

個別計画
― ― 事業費

ローリ
ング前

企画グループ 200 200
事業費 200 事業費 200

200
330601 3年間の事業費 600 10233 事業費

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

―

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-１ 武道館管理費
【畳購入7,211】
施設利用者7,055人

武道館管理費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 8,378 事業費 1,209 継続武道館管理費
町⺠の武道の振興と健康増進の場である武道館の適
正な管理運営を⾏う。

適切な管理を⾏ってい
る。屋上のドレン位置
が悪く屋上の水が排水
されないため防水改修
工事が必要である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

武道館管理費 武道館管理費 武道館管理費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,305 事業費 1,305 事業費 1,305
武道館管理費 武道館管理費 武道館管理費

1,305

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 1,305 1,305
事業費 1,305 事業費 1,305

1,305
340101 3年間の事業費 3,915 11096 事業費

施策事業Ｎｏ ①-２ ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）
施設利用者14,814人

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 5,937 事業費 6,861 継続
ゲートボールセンター
管理運営費

指定管理者に委託（平成２２年度より３年間）
町⺠が安⼼して健康つくりができる場の提供。

指定管理施設として適
正な管理が⾏われてい
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）【アリーナ床ウレタンワックス3,234】

個別計画
― ― ― 事業費 5,218 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

社会教育グループ 5,218 5,218 5,218
340102 3年間の事業費 15,654

ローリ
ング前

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）【アリーナ床ウレタンワックス3,234】

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

5,218

5,218 事業費 5,218

施策事業Ｎｏ ①-３ 屋外ゲートボール場管理費
施設利用者2,100人

屋外ゲートボール場管理費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11139 事業費 8,452 事業費 5,218 事業費

決算額 781 事業費 731 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

屋外ゲートボール場管理費 屋外ゲートボール場管理費

屋外ゲートボール場管
理費

高齢者が健康で生きがいのある生活を営む場として
活⽤しているゲートボール場を適正な管理運営を⾏
う。

⼥満別屋外ゲートボー
ル場管理委員会に５⽉
１日から１０⽉３１日
まで管理委託し、適正
な管理が⾏われてい
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

屋外ゲートボール場管理費

ローリ
ング前

屋外ゲートボール場管理費 屋外ゲートボール場管理費 屋外ゲートボール場管理費

863

事業費 863

11097 事業費 863 事業費 863 事業費

社会教育グループ 863 863 863
340103 3年間の事業費 2,589

事業費 863 事業費 863
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138基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

進⾏状況 これまでの効果

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-４ 指定管理施設【東藻琴柔道畳5,861､女満
別屋根外壁改修27,011】　施設利用者：女
満別17,489人､東藻琴27,313人

決算額 80,246 事業費 35,580 継続
Ｂ＆Ｇ海洋センター管
理運営費

町⺠が安⼼してスポーツに親しめる施設の運営を図
る。施設の有効的な活⽤を促進するため、施設の改
修・修繕及び備品の購⼊を⾏う。

指定管理により適正な
維持管理を⾏ってい
る。H30年度に東藻琴
玄関前の舗装修繕や節
電等のためLED化、
H31にバレーボール支
柱の購⼊を予定してい
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 43,610 事業費 45,105

指定管理施設【子供用保護マット200】 ☆☆☆

社会教育グループ 43,610 45,105 37,105

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定管理施設【東藻琴舗装補修1,863･暖
房機更新5,049､女満別ＬＥＤ化1,911･卓球
台232】

指定管理施設【東藻琴ＬＥＤ化1,764､女満
別バレーボール支柱800】

340104 3年間の事業費 125,820

ローリ
ング前

指定管理施設【東藻琴舗装補修1,863･暖
房機更新5,049､女満別ＬＥＤ化1,911･卓球
台232】

指定管理施設【東藻琴ＬＥＤ化1,764､女満
別バレーボール支柱800】

Ｂ＆Ｇ海洋センター管理費（指定管理施設）

35,305

事業費 37,105
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

Ｂ＆Ｇ海洋センター管理費（指定管理施設）

施策事業Ｎｏ ①-５ 艇庫管理費
施設利用者：170人

艇庫管理費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算

11140 事業費 44,360 事業費 37,869 事業費

決算額 42 事業費 38 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

艇庫管理費 艇庫管理費 艇庫管理費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 61 61
事業費 61 事業費 61

艇庫管理費
網走湖を活⽤した、マリンスポーツの振興を目的と
し、マリンスポーツを通じて体⼒増進・健全育成を
図るための艇庫の管理運営を⾏う。

適正な管理を⾏ってい
る。屋根塗装工事が必
要である。

今後の方向性

61
340105 3年間の事業費 183 11098 事業費

61 事業費 61 事業費 61
艇庫管理費 艇庫管理費 艇庫管理費

61

施策事業Ｎｏ ①-６ すぱーく東藻琴管理費
施設利用者7,046人

すぱーく東藻琴管理費 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 2,251 事業費 3,844 継続すぱーく東藻琴管理費
すぱーく東藻琴（屋内ゲートボール場）はゲート
ボール協会・スポーツ少年団・等地域町⺠が練習・
試合等に利⽤し住⺠の交流の場所ともなっている。

ゲートボール協会、野
球少年団等に利⽤され
ている。29年度、課題
であった破損個所の修
繕を⾏うこととしてい
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

すぱーく東藻琴管理費
【暖房機更新4,380】

個別計画
― ― ― 事業費 6,664 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

すぱーく東藻琴管理費 すぱーく東藻琴管理費

ローリ
ング前

すぱーく東藻琴管理費
【暖房機更新4,380】

すぱーく東藻琴管理費 すぱーく東藻琴管理費

2,664

2,933 事業費 2,664

11116 事業費 7,044 事業費 2,664 事業費

社会教育グループ 6,664 2,933 2,664
340106 3年間の事業費 12,261



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-７ スキー場管理費
【圧雪車更新 3,888】
施設利用者1,760人

スキー場管理費 ☆☆
これまでの効果

決算額 5,319 事業費 1,359 継続スキー場管理費
東藻琴スキー場は、小学校・高等学校のスキー授業
に利⽤され⼜スキー協会主催のスキ教室が⾏われ住
⺠が参加してスキーの練習などに利⽤している。

小学校、高校の授業と
一般の方の練習に利⽤
されている。28年度、
圧雪⾞の購⼊により環
境改善が図られた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

スキー場管理費

個別計画
― ― ― 事業費 1,544 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

スキー場管理費 スキー場管理費
【圧雪車更新 2,000】

社会教育グループ 1,544 1,544 1,544
340107 3年間の事業費 4,632

ローリ
ング前

スキー場管理費 スキー場管理費 スキー場管理費
【圧雪車更新 2,000】

3,544

1,544 事業費 1,544

施策事業Ｎｏ ①-８ 多目的運動広場管理費
【管理棟トイレ改修254】
施設利用者6,175人

多目的運動広場管理費 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11117 事業費 1,544 事業費 1,544 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

多目的運動広場管理費 多目的運動広場管理費

多目的運動広場管理費
多目的運動広場は、パークゴルフをはじめ、ソフト
ボール・マラソン⼤会等多種わたり練習⼤会等が⾏
われ、地域住⺠の練習及び体⼒つくりに利⽤されて
いる施設である。

パークゴルフ、少年野
球等の試合及び練習に
活⽤されている。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

多目的運動広場管理費

決算額 1,496 事業費 2,157 継続

11119 事業費 2,220 事業費 2,220 事業費

社会教育グループ 2,817 1,954 1,954
340108 3年間の事業費 6,725

ローリ
ング前

多目的運動広場管理費 多目的運動広場管理費 多目的運動広場管理費

2,220

事業費 1,954事業費 2,817 事業費 1,954

施策事業Ｎｏ ①-９ 施設管理費　　【管理備品620､東藻琴野球
場樹木伐採335】

施設管理費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

ローリ
ング前

社会教育グループ

決算額 16,538 事業費 17,804 継続体育施設一般管理費
町⺠のスポーツ普及振興を図る場の提供を⾏うため
の、適正な管理運営を⾏う。

４⽉中旬から１０⽉３
１日までの⼥満別野球
場・多目的広場・⼥満
別駅前パークゴルフ場
の芝生管理、東藻琴野
球場の維持管理経費等
適正な管理を⾏ってい
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

施設管理費 施設管理費 施設管理費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

26,228 事業費 27,278 事業費 24,892
施設管理費 施設管理費 施設管理費

12,446

個別計画
― ― ― 事業費

26,228 27,278
事業費 12,454 事業費 12,652

24,892
340109 3年間の事業費 78,398 11095 事業費
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140基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 29
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 37 〜
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

―
予算の妥当性

―

施策事業Ｎｏ ①-１０ 東藻琴相撲場管理費 東藻琴相撲場管理費 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 331 事業費 1,380 継続東藻琴相撲場管理費
町⺠のスポーツ振興と体⼒の向上を目的として、相
撲場の適正な維持管理に努める。

相撲⼤会や合宿に活⽤
されている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

東藻琴相撲場管理費 東藻琴相撲場管理費 東藻琴相撲場管理費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

658 事業費 550 事業費 550
東藻琴相撲場管理費 東藻琴相撲場管理費 東藻琴相撲場管理費

550

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 658 550
事業費 550 事業費 550

550
340110 3年間の事業費 1,758 46244 事業費

施策事業Ｎｏ ①-１１ 【野球場整備工事124,000】
フィールド土､本部・ダッグアウト

【野球場整備工事210,000】
客席盛土･植栽､スコアボード､照明

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 124,317 事業費 210,194 ―野球場整備事業
町⺠のスポーツ振興と体⼒の向上を図るため、⼥満
別運動公園野球場の改修工事を⾏う。

平成２９年度に完成予
定である。早期オープ
ンに向け、球場内芝の
育成が重要である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
⼤空町都市公園⻑寿命
化計画

― ― ― 事業費 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

社会教育グループ

340111 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費

施策事業Ｎｏ ①-１２ ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 事業費 事業費

―
予算の妥当性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

運動公園テニスコート
整備事業

利⽤団体より、天然芝にコケ等がひどく、天然芝の
維持管理対応の要望があるため。
平成37年から工事施工予定

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 ―

社会教育グループ

―

ローリ
ング前

事業費事業費 事業費

事業費 事業費 事業費340112 3年間の事業費



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ②-１ 社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 376 事業費 363 継続社会体育事務費
町⺠の健康づくりを積極的に振興するために、知
識・実技指導技術の向上、スポーツ活動の促進を図
る。

スポーツ活動の促進を
図ることができた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

165 事業費 348 事業費 198
社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費

405

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 165 348
事業費 405 事業費 405

198
340201 3年間の事業費 711 11085 事業費

施策事業Ｎｏ ②-２ スポーツ推進委員会関連費 スポーツ推進委員会関連費 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 985 事業費 1,429 継続スポーツ推進委員報酬
スポーツ振興法・⼤空町スポーツ推進委員規則に基
づき委嘱している委員報酬及び研修経費

スポーツ推進委員の資
質の向上が図れた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

スポーツ推進委員会関連費

個別計画
― ― ― 事業費 1,429 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

スポーツ推進委員会関連費 スポーツ推進委員会関連費

社会教育グループ 1,429 1,429 1,429
340202 3年間の事業費 4,287

ローリ
ング前

スポーツ推進委員会関連費 スポーツ推進委員会関連費 スポーツ推進委員会関連費

1,444

1,429 事業費 1,429

施策事業Ｎｏ ②-３ 町民スポーツ教室 町民スポーツ教室 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11086 事業費 1,444 事業費 1,444 事業費

決算額 109 事業費 140 継続

会計名称 国保会計
ローリ
ング後

町民スポーツ教室 町民スポーツ教室

スポーツ教室開催事業
より多くの町⺠が参加しスポーツ人⼝の底辺を広げ
ることを目的に、両地区においてスポーツ教室を実
施。

スポーツ教室の実施に
より、スポーツ人⼝の
拡充を図ることができ
た。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

町民スポーツ教室

ローリ
ング前

町民スポーツ教室 町民スポーツ教室 町民スポーツ教室

140

事業費 140

11087 事業費 140 事業費 140 事業費

社会教育グループ 140 140 140
340203 3年間の事業費 420

事業費 140 事業費 140
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142基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ②-４ 町民スポーツ大会関連費用

決算額 331 事業費 361 継続スポーツ活動振興事業
各町⺠スポーツ⼤会等を通じ、町⺠の健康・体⼒づ
くりの意識高揚を図る。

各町⺠スポーツ⼤会を
通じ、地域間の交流及
び健康・体⼒づくりの
場の提供が図れた。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 380 事業費 380

町民スポーツ大会関連費用 ☆☆

社会教育グループ 380 380 380

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

町民スポーツ大会関連費用 町民スポーツ大会関連費用

340204 3年間の事業費 1,140

ローリ
ング前

町民スポーツ大会関連費用 町民スポーツ大会関連費用 町民スポーツ大会関連費用

380

事業費 380
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

町民スポーツ大会関連費用

施策事業Ｎｏ ②-５ 体育協会補助金 体育協会補助金 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11088 事業費 380 事業費 380 事業費

決算額 1,374 事業費 1,374 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

体育協会補助金 体育協会補助金 体育協会補助金

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 1,374 1,374
事業費 1,374 事業費 1,374

体育協会補助⾦
⼤空町体育協会の活性化を図り、町⺠のスポーツ振
興を目的とする。

体育協会の活性化を図
ることができた。

今後の方向性

1,374
340205 3年間の事業費 4,122 11090 事業費

1,374 事業費 1,374 事業費 1,374
体育協会補助金 体育協会補助金 体育協会補助金

1,374

施策事業Ｎｏ ②-６ 大会実行委員会交付金 大会実行委員会交付金 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 700 事業費 700 継続
ジェットラインさわやか
マラソン⼤会実⾏委員会
交付⾦

町⺠が一堂に会し、スポーツを通じて町⺠の健康増
進を図るとともに、親子のふれあいと親睦を図る。

マラソンを通じて、町
⺠の健康増進を図るこ
とができた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

大会実行委員会交付金

個別計画
― ― ― 事業費 700 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

大会実行委員会交付金 大会実行委員会交付金

ローリ
ング前

大会実行委員会交付金 大会実行委員会交付金 大会実行委員会交付金

700

700 事業費 700

11092 事業費 700 事業費 700 事業費

社会教育グループ 700 700 700
340206 3年間の事業費 2,100



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

―
予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-７ 実行委員会交付金 実行委員会交付金 ☆☆
これまでの効果

決算額 1,400 事業費 1,640 継続
もこと山ふきおろしマラ
ソン⼤会実⾏委員会交付
⾦

⼤空町⺠及び町外のマラソン愛好者を対象に開催
し、マラソンを通じたスポーツの振興と⼤空町を全
道・全国にアピールすることを目的とする。

マラソンを通じて、競
技の振興及び⼤空町の
ＰＲが図れた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

実行委員会交付金

個別計画
― ― ― 事業費 1,000 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

実行委員会交付金 実行委員会交付金

社会教育グループ 1,000 1,000 1,000
340207 3年間の事業費 3,000

ローリ
ング前

実⾏委員会交付⾦ 実⾏委員会交付⾦ 実⾏委員会交付⾦

1,000

1,000 事業費 1,000

施策事業Ｎｏ ②-８ ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11093 事業費 1,000 事業費 1,000 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

実行委員会補助金他

野球場オープン記念事
業

⼥満別野球場のリニューアルオープンを記念し、各
カテゴリーの交流試合等を開催。
【硬式】高校野球
【軟式】一般全道⼤会

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 ― ―

事業費 事業費 事業費
2,032

340208 3年間の事業費 2,032

ローリ
ング前

事業費事業費 2,032 事業費
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144基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ③-１ スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 883 事業費 883 継続
スポーツ少年団活動補
助⾦

⼤空町スポーツ少年団の活性化を図りながら、ス
ポーツの振興及び子どもの体⼒向上を図る。

スポーツ少年団の活性
化を図ることができ
た。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

883 事業費 883 事業費 883
スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金

883

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 883 883
事業費 883 事業費 883

883
340301 3年間の事業費 2,649 11091 事業費

施策事業Ｎｏ ③-２ 補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 1,715 事業費 800 継続体育振興補助⾦
文化、芸能、スポーツ⼤会参加助成に関する規程
町⺠が本町を代表して競技会等に参加する場合の経
費の一部を助成する。

本町を代表して競技会
等に参加した選手等に
対し、経費の一部を支
援することで競技⼒等
の向上が図れた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

個別計画
〇 ― ― 事業費 800 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

社会教育グループ 800 800 800
340302 3年間の事業費 2,400

ローリ
ング前

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

800

800 事業費 800

施策事業Ｎｏ ③-３ 海洋クラブ補助金 海洋クラブ補助金 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11094 事業費 800 事業費 800 事業費

決算額 100 事業費 100 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

海洋クラブ補助金 海洋クラブ補助金

海洋クラブ活動補助⾦
海洋性スポーツや陸上スポーツを通じて豊かな人間
形成と体⼒向上を図るとともに、海事の理解を深め
る。

海洋性スポーツ及び陸
上スポーツを通じ、体
⼒向上を図ることがで
きた。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

海洋クラブ補助金

ローリ
ング前

海洋クラブ補助金 海洋クラブ補助金 海洋クラブ補助金

100

事業費 100

11142 事業費 100 事業費 100 事業費

社会教育グループ 100 100 100
340303 3年間の事業費 300

事業費 100 事業費 100



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
４．生涯スポーツの振興 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ③-４ 総合型地域スポーツクラブ支援補助

決算額 100 事業費 100 継続
総合型地域スポーツクラ
ブ支援事業補助⾦

⼤空町における総合型地域スポーツクラブの活動支
援のための補助⾦。

スポーツクラブの活性
化を図ることができ
た。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 100 事業費 100

総合型地域スポーツクラブ支援補助 ☆☆☆

社会教育グループ 100 100 100

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

総合型地域スポーツクラブ支援補助 総合型地域スポーツクラブ支援補助

340304 3年間の事業費 300

ローリ
ング前

総合型地域スポーツクラブ支援補助 総合型地域スポーツクラブ支援補助 総合型地域スポーツクラブ支援補助

100

事業費 100
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

総合型地域スポーツクラブ支援補助

施策事業Ｎｏ ③-５ ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11147 事業費 100 事業費 100 事業費

決算額 200 事業費 200 継続
予算の妥当性

維持

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 200 200
事業費 200 事業費 200

ウインタースポーツ実
⾏委員会補助⾦

スポーツを通じた親子のふれ合いと、健全な子供た
ちの育成を目的として「ウインタースポーツ実⾏委
員会」に対し、事業費の一部を助成し、更なるウィ
ンタースポーツの振興に寄与する。

地域の特性を活かした
スポーツから子供たち
の健全育成を図ること
ができた。

今後の方向性

200
340305 3年間の事業費 600 111134 事業費

200 事業費 200 事業費 200
ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助

200

145



146基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
５．⻘少年の健全育成 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-１ 青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 43 事業費 78 継続
⻘少年問題協議会委員
報酬

⻘少年の指導、育成、保護、矯正に関する総合的な施策
の確⽴に必要な審議等の会議を開催する。
⼤空町⻘少年問題協議会委員１６⼈、任期：平成26年4
⽉1⽇〜平成28年3⽉31⽇、⻘少年問題協議会会議 年
１回

Ｈ20年度策定の⼤空町
⻘少年健全育成⽅針に
基づき、⻘少年を取り
巻く環境の変化や諸課
題を共通認識し、課題
解決に向けた⽅策を
探っている。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人

笑顔
ＰＪ

⼈づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

78 事業費 78 事業費 78
青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人

128

個別計画 ⼤空町教育計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 78 78
事業費 128 事業費 128

78
350101 3年間の事業費 234 10372 事業費

施策事業Ｎｏ ①-２ 芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,194、法人
運営14,501

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,194、法人
運営14,501

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 34,710 事業費 45,068 継続⻘少年育成協会補助⾦
⼤空町⻘少年育成協会が実施する⻘少年の健全育成
及び文化の振興等に資する業務に係る経費を補助す
る。

⻘少年の健全育成を目
的に各種学習講座の開
催、文化会館の管理・
運営、芸術文化の普
及・奨励、社会教育関
係機関・社会教育関係
団体と連携事業を実施
している。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

個別計画
― ― ― 事業費 34,758 事業費

笑顔
ＰＪ

⼈づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

社会教育グループ 34,758 34,758 34,758
350102 3年間の事業費 104,274

ローリ
ング前

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

34,758

34,758 事業費 34,758

施策事業Ｎｏ ①-３ 青少年健全育成指導員12名 青少年健全育成指導員12名 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

11039 事業費 34,758 事業費 34,758 事業費

決算額 277 事業費 441 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

青少年健全育成指導員12名 青少年健全育成指導員12名

⻘少年健全育成指導員
報酬

⻘少年健全育成のための情報収集、意⾒交換、各学
校の児童・生徒指導担当教諭・ＰＴＡ校外指導員や
関係機関と連携を図りながら地域での巡視を実施す
る。

町内巡回指導並びに合
同指導活動への参加。
新入学時における通学
路の街頭指導。環境実
態調査を実施し地域安
全マップを作成

今後の⽅向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

⼈づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

青少年健全育成指導員12名

ローリ
ング前

青少年健全育成指導員12名 青少年健全育成指導員12名 青少年健全育成指導員12名

439

事業費 441

11066 事業費 439 事業費 439 事業費

社会教育グループ 441 441 441
350103 3年間の事業費 1,323

事業費 441 事業費 441



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
５．⻘少年の健全育成 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-４ 消耗品・負担金

決算額 19 事業費 19 継続⻘少年健全育成事務費
⻘少年健全育成指導員設置条例に基づき指導員１２⼈以
内を任命し、⻘少年の健全育成のため情報収集、意⾒交
換を実施する。各学校の生徒指導・ＰＴＡ校外指導委員
や関係機関と連携を図りながら地域での巡回を実施す
る。

⻘少年の健全育成のた
めの情報収集、意⾒交
換の実施に努めてい
る。関係機関と連携を
図りながら地域での巡
回を実施

今後の⽅向性

個別計画
― ― ― 事業費 19 事業費 19

消耗品・負担金 ☆☆☆

社会教育グループ 19 19 19

一般会計
ローリ
ング後

消耗品・負担金 消耗品・負担金

ローリ
ング前

消耗品・負担金 消耗品・負担金 消耗品・負担金

19

事業費 19
笑顔
ＰＪ

⼈づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

消耗品・負担金会計名称

11067 事業費 19 事業費 19 事業費350104 3年間の事業費 57

147



148基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
５．⻘少年の健全育成 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

施策事業Ｎｏ ②-１ 子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 314 事業費 364 継続
子ども会育成連絡協議
会補助⾦

子どもや親子による地域活動と子どもの健全育成を
奨励・支援するため、子ども会育成連絡協議会に補
助する。

⼥満別地区単位子ども
会活動は⾏っている
が、育成協事業への参
加が少なく組織として
機能していない。東藻
琴地区と同様に活動が
できる指導者を養成し
ていく必要がある。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助

笑顔
ＰＪ

⼈づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

364 事業費 314 事業費 314
子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助

314

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 364 314
事業費 314 事業費 314

314
350201 3年間の事業費 992 11061 事業費

施策事業Ｎｏ ②-２ 運営委員会報償費 運営委員会報償費 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 1,203 事業費 1,361 継続
子ども放課後週末活動
支援事業

「放課後子ども教室推進事業」を創設し、放課後や週
末等に児童館等を利⽤して、地域の⽅と、子どもたち
と共に勉強やスポーツ文化活動、地域住⺠との交流活
動等の取り組みを実施する。

両地区で事業を展開し
ている。福祉部局「子
育てセンター」「児童
センター」と連携に努
め、現場の意⾒を事業
に反映させる必要があ
る。協⼒スタッフ(教育
活動推進員）の⼈材育
成・発掘が必要であ
る。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

運営委員会報償費

個別計画
― ― 〇 事業費 1,394 事業費

笑顔
ＰＪ

⼈づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

運営委員会報償費 運営委員会報償費

社会教育グループ 1,394 1,394 1,394
350202 3年間の事業費 4,182

ローリ
ング前

運営委員会報償費 運営委員会報償費 運営委員会報償費

1,376

1,394 事業費 1,394

11062 事業費 1,376 事業費 1,376 事業費

予算の妥当性

維持



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
５．⻘少年の健全育成 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
５．⻘少年の健全育成 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ③-１ 【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 2,129 事業費 2,340 継続
子育て支援ネットワー
ク充実事業

子育てに対する保護者への学習機会の情報提供等、子育てを支
援するため家庭教育開催するとともに、放課後子ども教室にお
ける参加の呼びかけ、学校や関係機関・団体等との連絡調整、
更に活動プログラムの企画等を⾏う社会教育コーディネーター
を配置して事業の推進を図る。

子育てに関する相談業
務や子育て支援講座を
通し、子育てに関する
細かなアドバイスが必
要となっている。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】

笑顔
ＰＪ

⼈づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

2,604 事業費 2,604 事業費 2,604
【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】

個別計画
― ― 〇 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 2,604 2,604
事業費 2,256 事業費 2,256

2,604
350301 3年間の事業費 7,812 11043 事業費 2,256

施策事業Ｎｏ ④-１ 青年団体協議会補助　　　　会員18名
青年団体連携会議補助金　会員200名

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 526 事業費 534 継続⻘年教育振興事業
⻘年期における主体的な学習活動を支援するととも
に､リーダー養成を図りながら当該団体を中心とした
⻘年層のまちづくりへの参画を促進する必要があるこ
とから､補助⾦を交付するものである。

会員の減少や⻘年⾃ら
が魅⼒ある活動を⾏う
ため、効果的な活動の
ＰＲやリーダー養成な
どを支援する必要があ
る。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

笑顔
ＰＪ

⼈づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

541 事業費 541 事業費 541
青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

個別計画
〇 ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 541 541
事業費 541 事業費 541

541
350401 3年間の事業費 1,623 11056 事業費 541

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持
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150基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
６．地域文化の継承と創造 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

縮小

施策事業Ｎｏ ①-１ 町史編纂委員8名
【嘱託職員1名】
町史編纂業務委託

町史編纂委員8名
【嘱託職員1名】
編纂事業１年延長により２９年度完了

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 13,884 事業費 10,885 継続町史編纂事業
⼥満別町と東藻琴村が平成18年に合併した経緯を
中心に大空町の歴史を町史としてにまとめる。

Ｈ27 資料収集
Ｈ28 資料収集・執筆
Ｈ29 執筆完了
Ｈ30 関係機関等寄贈
手続
※編纂資料の保管⽅
法、場所の検討が必要

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

作成町史　寄贈手続（関係機関等送付）

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

75 事業費 事業費
個別計画

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

企画グループ 75
事業費 事業費360101 3年間の事業費 75 10281 事業費

施策事業Ｎｏ ①-２ 郷土歴史文化保勝会補助金 郷土歴史文化保勝会補助金 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 100 事業費 100 継続
郷土歴史文化保勝会補
助⾦

郷土の⾃然及び郷土史の調査研究と先住⺠族の遺跡
の保存・保護及び郷土資料の収集等
を⾏うための活動を実施する。

H27年度：合併10周年
記念『大空町の碑写真
集』発⾏
会員の高齢化に伴う活
動の低迷化が課題。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

郷土歴史文化保勝会補助金

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費 100 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

郷土歴史文化保勝会補助金 郷土歴史文化保勝会補助金

社会教育グループ 100 100 100
360102 3年間の事業費 300

ローリ
ング前

郷土歴史文化保勝会補助金 郷土歴史文化保勝会補助金 郷土歴史文化保勝会補助金

100

100 事業費 100

111040 事業費 100 事業費 100 事業費



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
６．地域文化の継承と創造 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

縮小

施策事業Ｎｏ ②-１ 指定古木管理報償費等 指定古木管理報償費等 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 514 事業費 1,052 継続文化財管理費
郷土の文化財の保全と児童・生徒及び町⺠の学習活動
を⽀援するために、調査及び資料収集・整理・保管を
⾏う。町⺠が町の歴史を考える機会として、記念碑の
建⽴、文集の作成、文化財の指定を進める。

Ｈ28年度：流氷観測⾶
⾏記念碑建⽴・北海道
簡易軌道藻琴線記念碑
建⽴し歴史の継承に努
めた。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定古木管理報償費等 指定古木管理報償費等 指定古木管理報償費等
【女満別湿生植物群落調査委託1,000】

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

679 事業費 679 事業費 1,679
指定古木管理報償費等 指定古木管理報償費等 指定古木管理報償費等

【女満別湿生植物群落調査委託1,000】

730

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 679 679
事業費 730 事業費 1,730

1,679
360201 3年間の事業費 3,037 11075 事業費

施策事業Ｎｏ ②-２ 委員報酬 委員報酬 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 28 事業費 51 継続
文化財保護審議会委員
報酬

大空町内に所在する文化財の保存及び活用につい
て、大空町文化財保護条例の規定に基づき審議す
る。

H27年度：大空町指定
文化財「中央地区掩体
壕」登録
町文化、歴史を知る学
識者が少ない

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

委員報酬

個別計画
― ― ― 事業費 51 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

委員報酬 委員報酬

社会教育グループ 51 51 51
360202 3年間の事業費 153

ローリ
ング前

委員報酬 委員報酬 委員報酬

51

51 事業費 51

111008 事業費 51 事業費 51 事業費
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152基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
６．地域文化の継承と創造 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

縮小

☆☆

施策事業Ｎｏ ④-１ 大空町イメージソング作成
文化展 女満別803人 東藻琴551人
芸能祭　女満別350人　東藻琴165人

文化団体協議会補助金 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,300 事業費 2,450 継続文化団体協議会補助⾦
大空町文化団体相互の連絡協調を図り、大空町の文
化振興を推進する「大空町文化団体協議会」への助
成事業。

H28年度：大空町イ
メージソングを製作
活動単位団体の高齢
化、会員の減少となっ
ている

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

文化団体協議会補助金 文化団体協議会補助金 文化団体協議会補助金

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

450 事業費 450 事業費 450
文化団体協議会補助金 文化団体協議会補助金 文化団体協議会補助金

450

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 450 450
事業費 450 事業費 450

450
360401 3年間の事業費 1,350 11071 事業費

施策事業Ｎｏ ④-２ 文化会館借上げ等 文化会館借上げ等 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 796 事業費 1,211 継続芸術文化振興事業
芸術文化の振興を目的とし、芸術文化活動の機会を提供
する。文化的な創作活動に触れる機会を町⺠に提供する
ための文化講座を実施。また、文化団体・教育委員会が
共催で実施している、町⺠文化祭を⽀援し、町⺠の文化
活動の推進を図る。

H28年度から大空町総
合型芸能文化倶楽部事
業実施。
活動発表の場となる町
文化祭事業を継続して
開催する。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

文化会館借上げ等

個別計画
― ― ― 事業費 849 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

文化会館借上げ等 文化会館借上げ等

社会教育グループ 849 1,209 1,209
360402 3年間の事業費 3,267

ローリ
ング前

文化会館借上げ等 文化会館借上げ等 文化会館借上げ等

849

1,209 事業費 1,209

11112 事業費 849 事業費 849 事業費

予算の妥当性

維持



基本目標 第３章 いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
６．地域文化の継承と創造 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 生涯学習課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ⑥-１ 教育文化合宿補助金
バスケ・合唱・相撲・柔道

教育文化合宿補助金
バスケ・合唱・相撲・柔道・陸上

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 7,499 事業費 10,772 継続教育文化合宿補助⾦
質の高い教育文化団体等を本町に誘致し、地域の教
育・文化交流の向上を図りながら、地域の活性化を
目的として合宿誘致事業を⽀援する。

本格的に取り組む競技
（合唱）に触れ、競技
⼒・技術⼒の向上が図
れた。
地域の活性化を図り、
経済効果に波及してい
る。

今後の⽅向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

11,515 事業費 11,515 事業費 11,515
教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

社会教育グループ 11,515 11,515
事業費 8,279 事業費 8,279

11,515
360601 3年間の事業費 34,545 11051 事業費 8,279

☆☆☆
予算の妥当性

維持
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